
〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
曼
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て

六
、
お
わ
り
に

目
次

四
、
両
師
勧
諦
本
尊
授
与
者
「
道
祐
」
に
つ
い
て

五
、
両
師
勧
諦
本
蝋
に
お
け
る
「
康
正
二
年
二
月
下
旬
」
授
与
の
意
義
に
つ
い
て

一
、
は
じ
め
に

二
、
隆
師
本
尊
資
料
に
つ
い
て

第
一
節
写
真
公
開
さ
れ
て
い
る
隆
師
本
尊
に
つ
い
て

第
二
節
書
誌
情
報
の
み
公
開
さ
れ
て
い
る
隆
師
本
尊
に
つ
い
て

三
、
両
師
勧
請
本
尊
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
に
つ
い
て

（
二
書
誌
的
情

（
二
）
勧
請
の
形

（
三
）
某
家
由
来

勧
請
の
形

書
誌
的
情

式
に
つ
い
て

報

松
井
孝
翔
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本
稿
で
は
慶
林
坊
日
隆
聖
人
〔
以
下
、
隆
師
と
称
す
〕
（
一
三
八
五
～
一
四
六
四
）
の
手
に
よ
る
一
幅
の
曼
茶
羅
御
本
尊
〔
以
下
、
本

尊
と
称
す
〕
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
私
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
本
尊
に
は
日
存
聖
人

〔
以
下
、
存
師
と
称
す
〕
（
一
三
六
八
～
一
四
二
二
、
日
道
聖
人
〔
以
下
、
道
師
と
称
す
〕
（
一
三
八
二
～
一
四
二
四
）
が
勧
請
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
両
師
勧
請
本
尊
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
は
非
常
に
稀
な
構
成
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
両
師
勧
請
本
尊
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
と
、
こ
の
本
尊
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き

た
い
。
こ
の
両
師
勧
請
本
尊
は
、
大
阪
府
豊
中
市
藤
井
寺
檀
信
徒
の
某
家
宅
に
家
宝
と
し
て
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
当
主
に

よ
る
と
、
昭
和
二
○
年
代
に
大
本
山
本
興
寺
第
二
七
世
・
藤
井
寺
中
興
第
二
三
世
中
川
日
傳
上
人
（
一
八
七
六
～
一
九
五
一
）
が

真
脳
間
違
い
な
し
と
先
代
当
主
に
伝
え
て
い
た
、
と
口
伝
え
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
平
成
二
五
年
（
二
○
一
三
）
に
再
鑑
定
の
機

運
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
興
隆
学
林
専
門
学
校
学
監
の
株
橋
祐
史
先
生
に
両
師
勧
請
本
尊
を
確
認
し
て
頂
い
た
上
で
、
株
橋
祐

史
先
生
を
通
し
て
大
本
山
本
興
寺
御
貫
首
の
小
西
日
邊
税
下
、
興
隆
学
林
専
門
学
校
学
林
長
の
大
平
宏
龍
先
生
に
改
め
て
真
蹟
判
定

を
依
頼
し
た
所
、
真
蹟
に
間
違
い
な
い
と
判
定
を
受
け
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
そ
の
後
に
発
表
さ
れ
た
小
西
日
叢
「
慶
林
日

（
１
）

隆
と
有
徳
人
再
考
」
に
お
い
て
は
、
両
師
勧
請
本
尊
に
記
さ
れ
て
い
る
授
与
者
「
道
祐
」
に
着
目
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し

こ
れ
は
、
当
本
尊
に
記
さ
れ
た
授
与
者
の
み
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
本
尊
そ
の
も
の
の
位
置
づ
け
を
主
眼
と
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
よ
っ
て
存
・
道
両
師
を
勧
請
す
る
当
本
尊
を
如
何
に
位
置
づ
け
る
か
は
、
大
き
な
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と

一
一
言
追
え
ブ
（
》
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
他
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
存
・
道
両
師
の
勧
請
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
こ
に
は
、
如
何

一
、
は
じ
め
に
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吾
、
｝

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
全
て
が
公
表
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
公
刊
さ
れ
て
い
る
資
料
集
や
図
録
等
の
中
で
、
隆
師
本

尊
が
公
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
〔
筆
者
注
、
こ
こ
で
は
、
図
録
名
等
と
と
も
に
、
収
録
さ

れ
て
い
る
隆
師
本
尊
の
数
を
示
す
。
〕

第
一
節
写
真
公
開
さ
れ
て
い
る
隆
師
本
尊
に
つ
い
て

（
２
）

ま
ず
は
隆
師
本
尊
に
関
す
る
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
写
真
公
開
さ
れ
て
い
る
隆
師
本
尊
に
つ
い
て
の
研
究
・
調
査
状
況
を

（
３
）

確
認
し
て
お
き
た
い
。
小
西
顕
龍
師
の
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
隆
師
本
尊
は
、
約
一

（
４
）

二
○
幅
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
が
染
筆
さ
れ
た
時
期
は
、
応
永
三
三
年
（
一
四
二
六
）
九
月
一
八
日
、
隆
師

四
二
歳
の
頃
か
ら
、
八
○
歳
を
迎
え
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
二
月
二
五
日
に
遷
化
さ
れ
た
日
ま
で
の
も
の
が
見
つ
か
っ
て
い
る

と
さ
れ
る
。

な
る
意
義
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
本
尊
資
料
を
取
り
上
げ
な

が
ら
考
察
を
試
み
つ
つ
、
私
見
を
述
べ
た
い
。

へへへへ

四三三二
二
、
隆
師
本
尊
資
料
に
つ
い
て

（
７
）

「
大
本
山
妙
蓮
寺
史
」
一
幅

（
８
）

「
法
華
宗
淡
路
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
誕
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
一
五
幅

（
６
）

「
歴
史
と
宝
物
」
六
幅

（
９
）

「
御
太
刀
山
妙
勝
寺
史
」
五
幅

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）
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（
別
）

た
い
。

（
Ⅳ
）

（
一
二
）
『
大
本
山
光
長
寺
そ
の
伝
承
と
自
然
」
一
幅

（
脇
）

（
一
三
）
「
令
和
元
年
度
特
別
展
岡
山
の
日
蓮
法
華
』
一
幅

（
四
）

こ
の
よ
う
に
、
一
三
冊
の
資
料
集
・
図
録
等
に
お
い
て
、
計
四
七
幅
の
隆
師
本
尊
が
写
真
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ

（
釦
）

ら
四
七
幅
の
本
尊
の
形
式
や
書
誌
情
報
等
を
提
示
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら

に
重
複
す
る
も
の
が
存
在
す
る
の
か
否
か
、
ま
た
こ
れ
ら
は
如
何
な
る
勧
請
形
式
と
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
い
き

（
七
）
「
法
華
宗
大
本
山
本
能
寺
」

（
八
）
「
法
華
宗
寺
院
紀
行
第
二
十
録

（
九
）
「
港
町
の
古
刹
法
華
宗
経
平

（
一
○
）
「
本
興
寺
の
歴
史
と
名
宝
」
（
肥
）

（
二
）
「
光
長
寺
寺
賓
集
」
二
幅

（
五
）
「
日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
（
Ⅲ
）

（
六
）
「
妙
蓮
寺
文
書
」
六
幅

「
日
蓮
聖
人
門
下
歴
代

（
吃
）

「
法
華
宗
大
本
山
本
能
寺
」
一
幅

「
法
華
宗
寺
院
紀
行
第
二
十
八
回
日
典
上
人
の
信
仰
を
伝
え
る
」

（
肌
）

「
港
町
の
古
刹
法
華
宗
経
王
山
本
蓮
寺
寺
宝
と
歴
史
」
二
幅

｛
臆
）

）
「
本
興
寺
の
歴
史
と
名
宝
」
一
幅

大
曼
茶
羅
本
尊
集
成
解
説
」

（
川
）

五
幅

一

幅⑲
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（
露
）

（
二
大
本
山
本
興
寺
『
歴
史
と
宝
物
』
（
六
幅
）

〈
１
〉
応
永
三
三
年
（
一
四
二
六
）
九
月
一
八
日
賓
儀
授
与
（
縦
五
五
×
横
三
五
）
個
人
蔵

南大
砒
沙
門
天
王

大
持
国
天
王

南
無
無
邊
行
菩
薩

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

南
無
安
立
行
菩
薩

南
無
淨
行
菩
薩

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

南
無
多
寳
如
来

南
無
上
行
菩
薩

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

南
無
大
月
天
王

南
無
迦
葉
尊
者

南
無
文
殊
師
利
菩
薩

南
無
普
賢
大
菩
薩

南
無
身
子
尊
者

（
不

南
無（

愛
染 杳動

明
王

天
王

明
王
）

…

大
廣
目
天
王

當
庄
諸
神
授
与
之

天
照
大
神

寶
儀

鬼
子
母
神

南
無
末
法
尊
師
日
蓮
大
士

十
羅
刹
女
日
隆
（
花
押
）

正
八
幡
宮

三
十
番
神應

永
汁
三
九
月
十
八

大
増
長
天
王
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〈
２
〉
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
七
月
下
旬
情
信
男
■
■
授
与
（
縦
四
九
・
九
×
横
三
三
）
本
興
寺
蔵

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）
大
廣
目
天
王

是
法
住
法
位
南
無
多
寳
如
来
上
行
無
邊
行
丼
授
与
之
清
信
男

鬼
子
母
神
■
■

南
無
妙
法
蓮
華
經
日
蓮
大
菩
薩

十
羅
刹
女

世
間
相
常
住
南
無
輝
迦
牟
尼
佛
淨
行
安
立
行
丼
沙
門
日
隆
（
花
押
）

永
享
八
七
下
旬

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）
大
増
長
天
王
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〈
３
〉
嘉
吉
元
年
二
四
四
二
極
月
吉
日
信
男
妙
善
授
与
（
縦
五
一
・
二
×
横
三
二
・
九
）
本
興
寺
蔵

南大
毘
沙
門
天
王

大
持
国
天
王

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
諭
の
日
隆
聖
人
盤
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

南
天
緯
迦
牟
尼
佛

南
元
多
寳
如
来

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

上
行
無
邊
行
菩
薩

淨
行
安
立
行
菩
薩

へ へ

愛
染
明
王

不
動
明
王

ー …

末
法
尊
師
日
蓮
大
士
等

十
羅
刹
女
正
八
幡
大
井

鬼
子
母
神
天
照
太
神

身
子
尊
者
授
与
之
信
男

迦
葉
尊
者

嘉
吉
元
年
極
月
吉
日

大
増
長
天
王

大
廣
目
天
王

日
隆
（
花
押
）

妙
善
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〈
４
〉
寶
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
拝
一
二
月
三
日
信
男
衛
門
大
郎
法
名
道
妙
授
与
（
縦
九
○
・
二
×
横
四
○
）
本
興
寺
蔵

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）
大
廣
目
天
王

壽
命
無
數
劫
南
無
多
寳
如
来
南
無
上
行
菩
薩
無
邊
行
菩
薩
南
無
文
殊
師
利
菩
薩
授
与
之
信
男
衛
門
大
郎

法
名
道
妙

鬼
子
母
神
天
照
太
神

南
無
妙
法
蓮
華
經
南
無
日
蓮
大
士
代
々
祖
師

十
羅
刹
女
八
幡
大
井

久
修
業
所
得
南
無
輝
迦
牟
尼
佛
南
無
淨
行
菩
薩
安
立
行
菩
薩
日
隆
（
花
押
）

南
無
普
賢
菩
薩

寳
徳
三
年
粋
十
二
月
一
二
日

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）
大
増
長
天
王
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〈
５
〉
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
三
月
一
四
日
僧
日
詮
授
与
（
縦
五
三
・
六
×
横
三
五
・
五
）
本
興
寺
蔵

南日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

大
毘
沙
門
天
王

大
持
国
天
王

紐
へ南

無
輝
迦
牟
尼
佛

南
無
多
寳
如
来

妙
法
蓮
華
經

南
無
上
行
菩
薩

身
子
尊
者

（
愛
染
明
王
）

へ

不
動
明
王鬼

子
母
神

天
照
太
神

八
幡
大
井

…

享
徳
三
年

十
羅
刹
女

法
主
日
蓮
大
士

授
与
之三

月
十
四
日

大
増
長
天
王

大
廣
目
天
王

日
隆
（
花
押
）

僧

日
詮
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〈
６
〉
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
画
一
一
月
中
旬
信
男
法
名
妙
光
授
与
（
縦
四
六
・
一
×
横
三
一
・
二
）
本
興
寺
蔵

南
無
多
寳
如
来

南
無
上
行
菩
薩
南
無
弥
勒
菩
薩
鬼
子
母
神天

照
太
神

南
無
妙
法
蓮
華
經
日
蓮
大
士
等
正
八
幡
宮

十
羅
刹
女

南
無
淨
行
菩
薩
南
無
薬
王
菩
薩

南
無
輝
迦
牟
尼
佛
本
化
沙
門
日
隆
（
花
押
）

南
無
安
立
行
菩
薩
南
無
三
光
天
子
長
禄
元
年
釘
十
一
月
中
旬

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）
大
増
長
天
王

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）
大
廣
目
天
王

南
無
無
邊
行
菩
薩
南
無
身
子
尊
者
授
与
之
信
男
法
名
妙
光
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（
麹
）

（
二
）
日
蓮
大
聖
人
第
七
百
遠
忌
報
恩
奉
行
会
「
大
本
山
妙
蓮
寺
史
」
（
一
幅
）

〈
７
〉
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
二
月
上
旬
僧
常
住
院
日
學
授
与
（
法
逓
不
明
）
妙
蓮
寺
蔵

南 大
持
国
天
王

大
毘
沙
門
天
王

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
諦
の
日
隆
聖
人
共
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

南
無
多
寳
如
来

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

南
無
淨
行
安
立
行
菩
薩

南
無
上
行
無
邊
行
菩
薩

へ

長
禄

（
愛
染
明

不
動
明
王

一
一

圭牢
一

一

…

月
上
旬 授

与
之
僧

鬼
子
母
神

十
羅
刹
女
正
八
幡
大
井

南
無

本
化
沙
門
日
隆
（
花
押
）

大
廣
目
天
王

大
増
長
天
王

常
住
院

日
蓮
大
士

天
照
太
神 日
學

－33－



（
割
）

（
三
）
淡
路
青
年
会
編
「
法
華
宗
淡
路
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
誕
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
（
一
五
幅
）

（
聾
）

〈
８
〉
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
進
三
月
上
旬
信
男
法
名
妙
源
□
口
授
与
（
縦
三
五
・
三
×
横
一
三
）
西
光
寺
蔵

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）
大
廣
目
天
王
授
与
之
信
男
法
名
妙
源

天
照
大
神

是
法
住
法
位
南
無
多
寶
如
来
南
無
上
行
無
邊
行
菩
薩
身
子
尊
者
鬼
子
母
神

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王

南

世
間
相
常
住

紐
へ

妙
法

南
無
輝
迦
牟
尼

蓮
華
經

佛
…

三
光
天
子
十
羅
刹
女
日
隆
（
花
押
）

南
無
淨
行
安
立
行
菩
薩

正
八
幡
大
井

大
増
長
天
王文
安
二
年
肥
三
月
上
旬

法
主
日
蓮
大
士
等

－34－



〈
９
〉
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
一
○
月
上
旬
沙
門
日
邊
授
与
（
縦
六
六
・
二
×
横
三
四
）
妙
京
寺
蔵

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）

南 大
持
国
天
王

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
謂
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

南
無
多
寳
如
来

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

へ

不
動
明
王

南
無
淨
行
安
立
行
菩
薩

南
無
上
行
無
邊
行
菩
薩

…

文
安
五
年
十
月
上
旬

大
廣
目
天
王

大
増
長
天
王

鬼
子
母
神
天
照
太
神

南
無
法
主
日
蓮
大
士

十
羅
刹
女

授
与
之
沙
門
日
邊

八
幡
大
井

日
隆
（
花
押
）

－35－



〈
ｍ
〉
寶
徳
二
年
（
一
四
五
○
）
五
月
一
三
日
信
女
授
与
（
綾
二
九
・
五
×
横
一
四

南 大
持
国
天
王

大
毘
沙
門
天
王

南
無
多
寳
如
来

南
無
輝
迦
牟
□
□

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

へ

不
動
明
王

（
愛
染
明
王
）

身
子
尊
者

南
無
上
行
菩
薩
ー

寳
徳
二
年
五
月
十
三
日

鬼
子
母
神

一
）
勝
願
寺
蔵

十
羅
刹
女 天

照
大
神

正
八
幡
宮
日
蓮
大
士
等

授
与
之信

女
日
隆
（
花
押
）

－36－



〈
皿
〉
享
徳
元
年
（
一
四
五
二
）
榧
八
月
一
三
日
信
士
道
慶
授
与
（
縦
六
三
・
七
×
横
三
八
・
七
）
久
遠
寺
蔵

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）

南 大
持
国
天
王

有
供
狼
者
福
過
十
号

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

南
無
多
寳
如
来

若
惜
乱
者
頭
破
七
分

妊
心

妙
法
蓮
華
經

（
不
動
明
王
）

南
無
上
行
無
邊
行
菩
薩

南
無
淨
行
安
立
行
菩
薩

大
日
天
王

大
月
天
王

大
廣
目
天
王

享
徳
元
年
壬
申
八

大
増
長
天
王

南
無
日
蓮
大
士

十
羅
刹
女

鬼
子
母
神
天
照
大
神

八
幡
大
井

信
士
道
慶

月
十
三
日

授
与
之

日
隆
（
花
押
）

－37－



〈
吃
〉
享
徳
二
二
（
四
）
年
二
四
五
五
）
閏
卯
月
一
三
日
信
男
徳
回
授
与
（
縦
三
五
×
横
一
四
・
二
）
妙
勝
寺
蔵

大
毘
沙
門
天
王

南 大
持
国
天
王

南
元
多
寳
如
来

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

へ

不
動
明
王

へ

愛
染
明
王

南
無
上
行
菩
薩

…

ー

身
子
尊
者

十
羅
刹
女
閨
卯
月
十
三
日

鬼
子
母
神
享
徳

正
八
幡
宮

天
照
太
神

法
主
日
蓮
大
士

授
与
之
信
男 一一
一
一

日
隆
（
花
押
）

年

徳
圓

－38－



〈
過
〉
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
卯
月
一
六
日
比
丘
尼
正
存
授
与
（
縦
四
七
・
九
×
横
三
一
・
八
）
妙
京
寺
蔵

’

大
毘
沙
門
天
王

南 大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
受
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

南
元
多
寳
如
来

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

享
徳
三
年
卯
月
十
六
日

（
愛
染
明
王
）
十
羅
刹
女

南
無
上
行
菩
薩

’

身
子
尊
者

鬼
子
母
神

授
与
之
比
丘
尼
正
存

天
照
太
神

日
蓮
大
士

八
幡
大
井日

隆
（
花
押
）
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〈
Ｍ
〉
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
二
月
下
旬
日
迫
授
与
（
縦
三
○
・
五
×
横
一
四
）
殿
明
寺
蔵

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）
鬼
子
母
神
享
徳
三
年

若
不
順
我
兜
悩
乱
説
法
者
身
子
尊
者
天
照
大
神
授
与
之
日
造

南
無
妙
法
蓮
華
經
南
無
職
艫
軸
辱
上
行
菩
薩
日
蓮
大
士

頭
破
作
七
分
如
阿
梨
樹
枝
三
光
天
子
八
幡
大
井
日
隆
（
花
押
）

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）
十
羅
刹
女
二
月
下
旬

－40－



（
郡
）

〈
喝
〉
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
二
月
吉
日
信
女
千
代
妙
信
授
与
（
縦
二
七

南
無
妙
法
蓮
華
經
南
無
日
蓮
大
士

正
八
幡
□

分
）

病
即
消
滅
不
老
不
死
南
無
鐸
迦
牟
尼
佛

身
子
尊
者

康
正
二
年
十
一
月
吉
日
日
隆
（
花
押
）

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）
十
羅
刹
女

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

壽
命
無
數
劫
久
修
業
所
得

大
持
国
天
王

南
無
多
寳
如
来

へ

不
動
明
王
…

一
×
横
一
一

南
無
上
行
菩
薩
鬼
子
母
神
授
与
之
信
女
千
代

八
）
隆
泉
寺
蔵

天
照
太
神 1

1

1

妙
信

－41－



〈
肥
〉
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
八
月
下
旬
信
男
浄
妙
授
与
（
縦
二
二
×
横
八
八
）
妙
勝
寺
蔵

南大
毘
沙
門
天
王

大
持
国
天
王

南南
紐
へ

4疵
J,、、

毎
J,、、

多
寳
如
来

鐸
迦
牟
尼
佛

妙
法

（
愛
染
明
王
）

へ

不
動
明
王

蓮
華 ー

大
廣
目
天
王

身
子
尊
者

授
与
之
信
男
浄
妙

南
無
上
行
菩
薩

經
南
無
日
蓮
大
士

南
無
弥
勒
菩
薩
日
隆
（
花
押
）

三
光
天
子
大
増
長
天
王

康
正
三
年
八
月
下
旬

－42－



〈
〃
〉
長
禄
二
（
四
）
年
（
一
四
五
八
）
正
月
六
日
信
男
法
名
妙
長
授
与
（
縦
二
四
×
横
一
○
・
五
）
妙
京
寺
蔵

南
大
毘
沙
門
天
王

大
持
国
天
王

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
諭
の
日
隆
聖
人
姓
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

南
無
輝
迦
牟
尼
佛
身
子
尊
者

南
無
多
寳
如
来
南
無
上
行
菩
薩
等

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

（
愛
染
明
王
）

へ

不
動
明
王
…

南
無
法
主
日
蓮
大
士

天
照
太
神

正
八
幡
宮

十
羅
刹
女

鬼
子
母
神

授
与
之
信
男

長
禄
二
年
正
月
六
日

法
名
妙
長

日
隆
（
花
押
）

－43－



（
銘
）

〈
肥
〉
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
閏
正
月
日
信
男
三
郎
五
郎
法
名
長
妙
授
与
（
縦
二
九
×
横
一
五
・
四
）
隆
泉
寺
蔵

南 大
持
国
天
王

大
毘
沙
門
天
王

南
無
多
寳
如
来

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

妊
小

妙
法
蓮
華
經

へ

不
動
明
王

へ

南
無
上
行
菩
薩
等

南愛
染
明
王

4癖
J､､、

身
子
尊
者

薬
王
菩
薩

…

…

南
無
法
主
日
蓮
大
士
等

十
羅
刹
女
長
禄
二
年
閏
正
月

鬼
子
母
神

天
照
太
神

正
八
幡
宮

授
与
之
信
男

日
隆
（
花
押
）

法
名
長
妙

三
郎
五
郎

日

－44－



〈
四
〉
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
二
月
上
旬
僧
日
要
授
与
（
縦
四
三
・
七
×
横
二
一

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）
大
廣
目
天
王
授
与
之僧

日
要

南
無
多
寳
如
来
南
無
上
行
無
邊
行
菩
薩
身
子
尊
者

鬼
子
母
神
天
照
太
神

南
無
妙
法
蓮
華
經
南
無
末
法
唱
導
日
蓮
大
士

十
羅
刹
女
正
八
幡
大
井

南
無
輝
迦
牟
尼
佛
南
無
淨
行
安
立
行
菩
薩
三
光
天
子
本
化
沙
門
日
隆

長
禄
二
年
（
花
押
）

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）
大
増
長
天
王
二
月
上
旬

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

六
）
妙
勝
寺
蔵

－45－



〈
別
〉
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
八
月
下
旬
僧
深
回
授
与
（
縦
一
二
○
×
横
八
六
）
妙
勝
寺
蔵

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）
大
廣
目
天
王

授
与
之

南
無
多
寳
如
来
南
無
上
行
菩
薩
等
僧
深
圓

身
子
尊
者

南
無
妙
法
蓮
華
經
南
無
日
蓮
大
士

三
光
天
子

南
無
輝
迦
牟
尼
佛
南
無
弥
勒
菩
薩
日
隆
（
花
押
）

長
禄
三
年
八
月
下
旬

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）
大
増
長
天
王

－46－



（
鱒
｝

〈
劃
〉
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
七
月
七
日
僧
日
慈
授
与
（
縦
三
二
・
三
×
横
一
五
・
九
）
泉
住
寺
蔵

大
持
国
天
王

大
毘
沙
門
天
王

南
無
妙
法
蓮
華
經
三
光

南
無
輝
迦
牟
尼
佛
身
子
尊
者
等

天
子

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
受
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

南
無
多
寳
如
来

へ

（
愛
染
明
王
）

不
動
明
王

南
無
上
行
等
丼
…

南
無
本
門
宗
元
祖
日
蓮
大
士

十
羅
刹
女

鬼
子
母
神
天
照
太
神

大
廣
目
天
王

大
増
長
天
王

正
八
幡
大
井

寛
正
三
年
七
月
七
日

授
与
之
僧

日
隆
（
花
押
）

日
慈
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（
釦
）

〈
犯
〉
享
徳
元
年
（
一
四
五
二
）
一
二
月
中
旬
童
兒
蝿
寿
丸
授
与
（
縦
五
五
・
五
×
横
二
五
・
四
）
妙
勝
寺
蔵

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）
鬼
子
母
神
享
徳
元
年

若
不
順
我
究
悩
乱
説
法
者
身
子
尊
者
天
照
大
神
授
与
之
童
兒
躯
寿
丸

南
無
妙
法
蓮
華
經
南
無
鰭
譲
佛
上
行
菩
薩
日
蓮
大
士

頭
破
作
七
分
如
阿
梨
樹
枝
三
光
天
子
八
幡
大
井
日
隆
（
花
押
）

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）
十
羅
刹
女
十
二
月
中
旬

－48－



（
別
）

（
四
）
能
網
政
雄
編
「
御
太
刀
山
妙
勝
寺
史
」
（
五
幅
）

〈
認
〉
享
徳
二
二
（
四
）
年
（
一
四
五
五
）
閏
卯
月
一
三
日
信
男
徳
回
授
与
（
法
最
不
明
）
妙
勝
寺
蔵

大
毘
沙
門
天
王

南 大
持
国
天
王

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
講
の
日
隆
聖
人
鍵
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

南
元
多
寳
如
来

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

へ

不
動
明
王

（
愛
染
明
王
）

南
無
上
行
菩
薩

…

身
子
尊
者

十
羅
刹
女
閏
卯
月
十
三
日

鬼
子
母
神
享
徳

正
八
幡
宮

天
照
太
神

法
主
日
蓮
大
士

授
与
之
信
男 一一
一
一

日
隆
（
花
押
）

年
徳
圓

－49－



（
塊
）

〈
型
〉
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
二
月
吉
日
信
男
浄
妙
授
与
（
法
量
不
明
）
妙
勝
寺
蔵

大
持
国
天
王

南大
毘
沙
門
天
王

南南
紐
へ

毎
ノ、、、

4肝
J，、、

多
寳
如
来

緯
迦
牟
尼
佛

妙
法

へ

（
愛
染

不
動
明
王

蓮
華

明
王
） …

大
廣
目
天
王

身
子
尊
者
授
与
之
信
男
浄
妙

南
無
上
行
菩
薩

經
南
無
日
蓮
大
士

南
無
弥
勒
菩
薩
日
隆
（
花
押
）

三
光
天
子
大
増
長
天
王

康
正
三
年
八
月
下
旬

－50－



（
鰯
）

〈
妬
〉
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
二
月
上
旬
僧
日
要
授
与
（
法
量
不
明
）
妙
勝
寺
蔵

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）
大
廣
目
天
王
授
与
之僧

日
要

南
無
多
寳
如
来
南
無
上
行
無
邊
行
菩
薩
身
子
尊
者

鬼
子
母
神
天
照
太
神

南
無
妙
法
蓮
華
經
惠
茉
法
唱
導
日
蓮
大
士

十
羅
刹
女
正
八
幡
大
井

南
無
鐸
迦
牟
尼
佛
南
無
淨
行
安
立
行
菩
薩
三
光
天
子
本
化
沙
門
日
隆

長
禄
二
年
（
花
押
）

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）
大
増
長
天
王
二
月
上
旬

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
興
茶
雑
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

－51－



〈
妬
〉
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
八
月
下
旬
僧
深
側
授
与
（
法
量
不
明
）
妙
勝
寺
蔵

南 大
持
国
天
王

大
毘
沙
門
天
王

南
無
多
寳
如
来

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

紐
へ

妙
法
蓮 南

無
上
行
菩
薩
等

南
無
弥
勒
菩
薩

（
不
動
明
王
）

（
愛
染
明
王
）

華
經

大
廣
目
天
王

授
与
之

僧
深
圓

身
子
尊
者

南
無
日
蓮
大
士

三
光
天
子

日
隆
（
花
押
）

長
禄
三
年
八
月
下
旬

大
増
長
天
王

－52－



（
制
）

〈
”
〉
享
徳
元
年
二
四
五
二
）
一
二
月
中
旬
童
兒
鎚
寿
丸
授
与
（
法
逓
不
明
）
妙
勝
寺
蔵

南
無
妙
法
蓮
華
經
南
無
鰐
順
釧
鮮
上
行
菩
薩
日
蓮
大
士

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）
鬼
子
母
神

若
不
順
我
兜
悩
乱
説
法
者
身
子
尊
者
天
照
大
神

頭
破
作
七
分
如
阿
梨
樹
枝
三
光
天
子
八
幡
大
井

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）
十
羅
刹
女

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
鍵
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

享
徳
元
年

授
与
之
童
兒
躯
寿
丸

日
隆
（
花
押
）

十
二
月
中
旬

－53－



（
弱
）

（
五
）
日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
曼
茶
羅
本
尊
集
刊
行
会
編
「
日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
曼
茶
羅
本
尊
集
成
解
説
」
（
五
幅
）

〈
記
〉
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
三
月
六
日
信
男
授
与
（
縦
一
二
○
・
四
×
横
八
五
・
四
）
本
能
寺
蔵

大
毘
沙
門
天
王

南 大
持
国
天
王

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

南
無
多
寳
如
来

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

へへ

愛
染
明
王

不
動
明
王

南
無
上
行
菩
薩
授
与
之

身
子
尊
者

…ー

長
禄
三
年
三
月
六
日

日
蓮
大
士

大
廣
目
天
王

信
男大

増
長
天
王

日
隆
（
花
押
）

－54－



〈
羽
〉
康
正
元
年
二
四
五
五
）
一
二
月
上
旬
僧
乗
延
日
責
授
与
（
縦
一
二
二
・
三
×
横
八
一

大
持
国
天
王

身
子
尊
者

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）

南
日
存
・
日
道
間
聖
人
勧
諦
の
日
隆
聖
人
盤
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

南
無
多
寳
如
来

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

’

へ

不
動
明
王南

無
上
行
菩
薩

…

四
）
妙
蓮
寺
蔵

授
与
之

日
蓮
大
士
等

康
正
元
年
十
二
月
上
旬

日
隆
（
花
押
）

襄僧日
實

－55－



〈
鋤
〉
賓
徳
二
二
（
四
）
年
（
一
四
五
二
）
二
月
九
日
僧
責
信
授
与
（
縦
五
二
・
九
×
横
三
二
・
五
）
妙
蓮
寺
蔵

南 大
持
国
天
王

大
毘
沙
門
天
王

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

南
無
多
寳
如
来

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

南
無
淨
行
安
立
行
菩
薩

南
無
上
行
無
邊
行
菩
薩

へ

不
動
明
王

（
愛
染
明
王
）
寳
徳

ー

十
羅
刹
女

鬼
子
母
神
授
与
之

二
二
年
二
月
九
日

日
蓮
大
士

大
廣
目
天
王

大
増
長
天
王

天
照
太
神

八
幡
大
井

日
隆
（
花
押
）

僧

實
信

－56－



〈
釦
〉
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
三
六
月
下
旬
信
女
妙
智
授
与
（
縦
一
二
一

南 大
持
国
天
王

得
入
無
上
道
速
成
就
佛
身
南
元
上
行
井
等

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）

毎
自
作
是
念
以
何
今
衆
生

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

紐
へ

妙

法
蓮
華
經

（
不
動
明
王
）

南
元
輝
迦
牟
尼
佛

○
×
横
八
四
・
四
）
本
能
寺
蔵

大
廣
目
天
王

授
与
之
信
女
妙
智

身
子
尊
者

日
蓮
大
井

迦
葉
尊
者

大
増
長
天
王

嘉
吉
二
年
六
月
下
旬

－57－



〈
犯
〉
永
享
一
○
年
二
四
三
六
）
三
月
上
旬
沙
弥
常
香
授
与
（
縦
七
○
・
五
×
横
三
六
・
四
）
本
能
寺
蔵

大
持
国
天
王

大
毘
沙
門
天
王

南南
無
輝
迦
牟
尼
佛

南
無
多
寳
如
来

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

へ

南
無
淨
行
安
立
行
菩
薩

（
愛
染
明
王
）

南
無
上
行
無
邊
行
菩
薩

不
動
明
王
…

南
無
末
法
唱
導
日
蓮
大
士

大
廣
目
天
王

大
増
長
天
王

十
羅
刹
女

鬼
子
母
神
授
与
之
沙
弥
常
香

永
享
十
年
三
月
上
旬

日
隆
（
花
押
）

－58－



〈
調
〉
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
三
五
月
下
旬
清
信
男
妙
圃
授
与
（
縦
五
一

（
調
）

（
六
）
妙
蓮
寺
文
書
編
纂
会
編
「
妙
蓮
寺
文
書
」
（
六
幅
）

南
日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
諭
の
日
隆
聖
人
受
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

大
毘
沙
門
天
王

大
持
国
天
王

南
無
縁
迦
牟
尼
佛

南
無
多
寳
如
来

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

南
無
上
行
元
邊
行
菩
薩

南
無
淨
行
安
立
行
菩
薩

（
愛
染
明
王
）

（
不
動
明
王
）

迦
葉
尊
者

身
子
尊
者

鬼
子
母
神

日
蓮
大
士
等

天
照
太
神

正
八
幡
大
井

十
羅
刹
女

授
与
之
清
信
男

五
×
横
三
三
・
三
）
妙
蓮
寺
蔵

大
増
長
天
王

大
廣
目
天
王

嘉
吉
二
年
五
月
下
旬

日
隆
（
花
押
）

妙
圓

－59－



（
訂
）

〈
弘
〉
文
安
三
年
二
四
四
六
）
五
月
一
五
日
清
信
■
■
■
授
与
（
縦
八
一
・
九
×
四
○
・
九
）
妙
蓮
寺
蔵

大
毘
沙
門
天
王

大
持
国
天
王

南 南
無
多
寳
如
来

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

南
無
上
行
無
邊
行
菩
薩

南
無
淨
行
安
立
行
菩
薩
十
羅
刹
女

（
愛
染
明
王
）

へ

不
動
明
王
ー

鬼
子
母
神
授
与
之

文
安
三
年
五
月
十
五
日

大
増
長
天
王

大
廣
目
天
王

天
照
太
神

八
幡
大
井

日
蓮
大
士 清

信
■

■
■日

隆
（
花
押
）

－60－



〈
弱
〉
寶
徳
二
二
（
四
）
年
（
一
四
五
二
）
二
月
九
日
僧
資
信
授
与
（
縦
五
二
・
九
×
横
三
二
・
五
）
妙
蓮
寺
蔵

南 大
持
国
天
王

大
毘
沙
門
天
王

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

南
無
多
寳
如
来

鉦
へ

妙
法
蓮
華
經

南
無
淨
行
安
立
行
菩
薩

南
無
上
行
無
邊
行
菩
薩

へ

（
愛
染
明
王
）

不
動
明
王寳

徳
ー

十
羅
刹
女

鬼
子
母
神
授
与
之

二
二
年
二
月
九
日

日
蓮
大
士

大
廣
目
天
王

大
増
長
天
王

天
照
太
神

八
幡
大
井

日
隆
（
花
押
）

僧

實
信

－61－



〈
妬
〉
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
一
二
月
上
旬
僧
乗
延
日
資
授
与
（
縦
一
二
二
・
三
×
横
八
一

大
持
国
天
王

大
毘
沙
門
天
王

南
南
無
多
寳
如
来

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

へ
へ

不
動
明
王

愛
染
明
王

南
無
上
行
菩
薩

身
子
尊
者

…
…

四
）
妙
蓮
寺
蔵

授
与
之

日
蓮
大
士
等

康
正
元
年
十
二
月
上
旬

日
隆
（
花
押
）

簔僧日
實

－62－



〈
師
〉
康
正
三
年
二
四
五
七
）
七
月
下
旬
信
男
法
名
匠
源
授
与
（
縦
二
三
・
五
×
横
八
八
・
七
）
妙
蓮
寺
蔵

大
持
国
天
王

大
毘
沙
門
天
王

南南
無
輝
迦
牟
尼
佛

南
無
多
寳
如
来

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
諭
の
日
隆
聖
人
艶
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

へ

（
愛
染
明
王
）

不
動
明
王

南

身
子
尊
者

4呼
ノb，、

…

上
行日

蓮
大
士

笠
ロ康

正
三
年
七
月
下
旬

授
与
之

薩

大
廣
目
天
王

信
男

大
増
長
天
王 （

朔
》

法
名
匠
源

日
隆
（
花
押
）

－63－



〈
犯
〉
長
禄
三
年
二
四
五
九
）
二
月
上
旬
僧
常
住
院
日
學
授
与
（
縦
四
六
・
○
×
横
三
○
・
九
）
妙
蓮
寺
蔵

南 大
持
国
天
王

大
毘
沙
門
天
王

南
無
多
寳
如
来

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

南
無
上
行
無
邊
行
菩
薩

南
無
淨
行
安
立
行
菩
薩

へ
へ

不
動
明
王

長
禄

愛
染
明
一
一

王年 …

一
一

月
上
旬 授

与
之
僧

鬼
子
母
神

十
羅
刹
女
正
八
幡
大
井

南
無

本
化
沙
門
日
隆
（
花
押
）

大
廣
目
天
王

大
増
長
天
王

常
住
院

日
蓮
大
士

天
照
太
神 日
學

－64－



（
認
）

（
七
）
法
華
宗
大
本
山
本
能
寺
「
法
華
宗
大
本
山
本
能
寺
」
（
一
幅
）

〈
釣
〉
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
評
正
月
朔
日
願
文
入
曼
茶
羅
本
尊
（
縦
四
九
・
一
×
横
一
四
・
八
）
本
能
寺
蔵

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）

南
元
上
行
丼
等
天
照
太
神

南
元
多
寳
如
来
鬼
子
母
神

南
無
妙
法
蓮
華
經
南
無
日
蓮
大
菩
薩

南
元
輝
迦
牟
尼
佛
十
羅
刹
女

南
元
普
賢
井
等
正
八
幡
大
井

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
諦
の
日
隆
聖
人
盤
茶
羅
本
瞭
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

ー

一

の
ｰ

一一

淨
土
参
拝

如
説
修
行

發
菩
提
心

不
受
重
病

永
享
六
年
鮴
正
月
朔
日
日
隆
螂

道
心
堅
固
慈
悲
廣
大

轌
重
輕
受
臨
終
正
念

所
願
成
就
皆
令
満
足

弘
通
廣
宣
真
俗
圓
滿

－65－



（
杣
）

（
八
）
無
上
道
編
集
部
「
法
華
宗
寺
院
紀
行
第
二
十
八
回
日
典
上
人
の
信
仰
を
伝
え
る
」
（
一
幅
）

（
躯
）

〈
㈹
〉
長
禄
二
二
（
四
）
年
（
一
四
六
○
）
一
二
月
一
日
信
女
妙
悟
授
与
（
法
屋
不
明
）
日
典
寺
蔵

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）
信
女

妙
悟

南
無
多
寳
如
来
南
無
上
行
等
丼
授
与
之

南
無
妙
法
蓮
華
經
南
無
本
化
日
蓮
大
士
代
々
祖
師

南
無
輝
迦
牟
尼
佛
南
無
身
子
尊
者
三
光
天
子
本
門
宗
日
隆
（
花
押
）

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）
長
禄
二
二
年
十
二
月
一
日

－66－



（
柵
）

（
九
）
宗
教
法
人
本
蓮
寺
「
港
町
の
古
刹
法
華
宗
経
王
山
本
蓮
寺
寺
宝
と
歴
史
』
（
二
幅
）

〈
似
〉
永
享
一
二
年
（
一
四
四
○
）
帳
八
月
中
旬
信
男
妙
慶
授
与
（
縦
九
五
・
八
×
横
五
三
・
二
）
本
蓮
寺
蔵

大
毘
沙
門
天
王

大
持
国
天
王

南 南
無
多
寳
如
来

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
受
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

十
羅
刹
女
本
化
沙
門

南
無
淨
行
安
立
行
菩
薩
迦
葉
尊
者
正
八
幡
大
菩
薩

南
無
上
行
無
邊
行
菩
薩
身
子
尊
者

（
愛
染
明
王
）

へ

不
動
明
王
…

南
無
末
法
唱
導
日
蓮
大
菩
薩
御
在
判

鬼
子
母
神

天
照
大
神
授
与
之
信
男
妙
慶

永
享
十
二
年
噸
八
月
中
旬

大
増
長
天
王

大
廣
目
天
王日

隆
（
花
押
）
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〈
妃
〉
寶
徳
三
年
二
四
五
二
卯
月
二
日
童
兒
愛
千
代
丸
授
与
（
縦
三
二
・
九
×
横
一
四
・
七
）
本
蓮
寺
蔵

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）
鬼
子
母
神
授
与
之
童
兒
愛
千
代
丸

僧

ｇ

若
不
順
我
兜
悩
乱
説
法
者
南
元
多
寳
如
来
南
光
上
行
菩
薩
等
天
照
太
神
日
證

八
幡
大
井

南
無
妙
法
蓮
華
經
日
蓮
大
士

薬
王
菩
薩
三
十
番
神

頭
破
作
七
分
如
阿
梨
樹
枝
南
元
輝
迦
牟
尼
佛
南
元
日
隆
（
花
押
）

身
子
尊
者
三
光
天
子

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）
十
羅
刹
女
寶
徳
三
年
卯
月
二
日
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（
幅
）

（
一
○
）
大
本
山
本
興
寺
「
本
興
寺
の
歴
史
と
名
宝
」
（
一
幅
）

〈
網
〉
寶
徳
元
年
二
四
四
九
）
八
月
上
旬
信
男
徳
側
授
与
（
縦
二
七
・
二
×
横
九
四
・
六
）
本
興
寺
蔵

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）
大
廣
目
天
王

壽
命
無
數
劫
南
無
多
寳
如
来
授
与
之
信
男
徳
圓

南
無
上
行
菩
薩

南
無
妙
法
蓮
華
經
日
蓮
大
士

三
光
天
子
日
隆
（
花
押
）

久
修
業
所
得
南
無
緯
迦
牟
尼
佛
南
元
薬
王
菩
薩

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）
大
増
長
天
王

寳
徳
元
年
八
月
上
旬

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
鯏
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

－69－



（
桁
）

二
二
光
長
寺
寺
寶
集
編
纂
委
員
会
編
『
光
長
寺
寺
賓
集
」
（
二
幅
）

〈
“
〉
焚
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
一
○
月
下
旬
信
男
正
榮
授
与
（
縦
五
○
・
九
×
横
三
○
・
七
）
光
長
寺
蔵
特
記
（
辿
台
）
は
彩
色
貼
付

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）
大
廣
目
天
王

南
無
上
行
菩
薩
授
与
之

南
無
多
寳
如
来
鬼
子
母
神
信
男
正
榮
ｊ

天
照
太
神
台

南
無
妙
法
蓮
華
經
日
蓮
大
士

正
八
幡
宮
蓮

十
羅
刹
女
日
隆
（
花
押
）
Ｉ

南
無
輝
迦
牟
尼
佛
身
子
尊
者

長
禄
二
年
十
月
下
旬

三
光
天
子

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）
大
増
長
天
王
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〈
妬
〉
享
徳
二
二
（
四
）
年
（
一
四
五
五
）
正
月
下
旬
信
男
法
名
妙
囲
三
郎
五
郎
授
与
（
縦
三
四
・
二
×
横
一
六
・
二
）
光
長
寺
蔵

南日
存
．
Ｈ
道
両
聖
人
勧
禰
の
日
隆
聖
人
並
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

大
毘
沙
門
天
王

大
持
国
天
王

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

南
光
多
寳
如
来

紐
へ

妙
法
蓮
華
經

南
無
上
行
菩
薩
等

（
愛
染
明
王
）

（
不
動

身
子
尊
者
三
光
天
子

明
王
）

鬼
子
母
神
三
郎
五
郎

授
与
之
信
男
法
名
妙
圓

南
無
日
蓮
大
士

正
八
幡
宮

天
照
太
神

享
徳
二
二
年
正
月
下
旬

十
羅
刹
女

日
隆
（
花
押
）
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（
一
二
）
大
本
山
光
長
寺
三
聖
人
御
遠
忌
記
念
誌
作
成
委
員
会
「
大
本
山
光
長
寺
そ
の
伝
承
と
自
然
」
（
一
幅
）

（
鞭
）

〈
妬
〉
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
一
○
月
下
旬
信
男
正
榮
授
与
（
法
趾
不
明
）
光
長
寺
蔵

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）
大
廣
目
天
王

南
無
上
行
菩
薩
授
与
之

南
無
多
寳
如
来
鬼
子
母
神
信
男
正
榮

天
照
太
神
台

南
無
妙
法
蓮
華
經
日
蓮
大
士

正
八
幡
宮
蓮

十
羅
刹
女
日
隆
（
花
押
）
ｌ

南
無
輝
迦
牟
尼
佛
身
子
尊
者

長
禄
二
年
十
月
下
旬

三
光
天
子

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）
大
増
長
天
王
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（
鴨
）

（
一
三
）
岡
山
県
立
博
物
館
編
「
令
和
元
年
度
特
別
展
岡
山
の
日
蓮
法
華
」
（
一
幅
）

〈
卿
〉
寶
徳
三
年
（
一
四
五
二
卯
月
二
日
童
兒
愛
千
代
丸
（
縦
三
二
・
九
×
横
一
四
・
七
）
本
連
寺
蔵

大
持
国
天
王
（
不
動
明
王
）
鬼
子
母
神
授
与
之
童
兒
愛
千
代
丸

僧

ｇ

若
不
順
我
究
悩
乱
説
法
者
南
元
多
寳
如
来
南
元
上
行
菩
薩
等
天
照
太
神
日
證

八
幡
大
井

南
無
妙
法
蓮
華
經
日
蓮
大
士

薬
王
菩
薩
三
十
番
神

頭
破
作
七
分
如
阿
梨
樹
枝
南
元
輝
迦
牟
尼
佛
南
元
日
隆
（
花
押
）

身
子
尊
者
三
光
天
子

大
毘
沙
門
天
王
（
愛
染
明
王
）
十
羅
刹
女
寶
徳
三
年
卯
月
二
日

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
受
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）
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以
上
、
写
真
が
公
開
さ
れ
て
い
る
四
七
幅
の
隆
師
本
尊
の
形
式
や
書
誌
情
報
を
提
示
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
重
複
し
て
い

る
も
の
と
見
ら
れ
る
の
は
、
以
下
の
一
○
種
類
に
分
類
で
き
る
二
○
幅
で
あ
る
。

一
、
本
尊
〈
７
〉
（
「
大
本
山
妙
蓮
寺
史
」
）
掲
載
、
本
尊
〈
銘
〉
（
「
妙
蓮
寺
文
宣
）
掲
載
。
〔
長
禄
三
年
二
月
上
旬
「
僧
常
住
院
日

本
尊
〈
７
〉

二
、
本
尊
〈
吃
〉
（
「
法
華
宗
淡
路
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
誕
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
）
掲
載
、
本
尊
〈
認
〉
（
「
御

太
刀
山
妙
勝
寺
史
ご
掲
載
。
〔
享
徳
二
二
（
四
）
年
閏
卯
月
一
三
日
「
信
男
徳
回
」
授
与
〕

三
、
本
尊
〈
略
〉
（
「
法
華
宗
淡
路
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
誕
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
）
掲
載
、
本
尊
〈
型
〉
（
『
御

太
刀
山
妙
勝
寺
史
」
）
掲
載
。
〔
康
正
三
年
八
月
下
旬
「
信
男
浄
妙
」
授
与
〕

四
、
本
尊
〈
⑬
〉
言
法
華
宗
淡
路
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
誕
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
）
掲
栽
、
本
尊
〈
妬
〉
（
薊

太
刀
山
妙
勝
寺
史
」
）
掲
載
。
〔
長
禄
二
年
二
月
上
旬
「
僧
日
要
」
授
与
〕

五
、
本
尊
〈
釦
〉
（
「
法
華
宗
淡
路
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
誕
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
）
掲
載
、
本
尊
〈
記
〉
二
御

太
刀
山
妙
勝
寺
史
」
）
掲
載
。
〔
長
禄
三
年
八
月
下
旬
「
僧
深
圓
」
授
与
〕

六
、
本
尊
〈
犯
〉
（
「
法
華
宗
淡
路
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
誕
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
）
掲
載
、
〈
”
〉
本
尊
（
「
御

太
刀
山
妙
勝
寺
史
」
）
掲
栽
。
〔
享
徳
元
年
一
二
月
中
旬
「
童
兒
篭
寿
丸
」
授
与
〕

七
、
本
尊
〈
鯛
〉
（
「
日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
受
茶
羅
本
尊
集
成
解
説
」
）
掲
載
、
本
尊
〈
郡
〉
（
「
妙
蓮
寺
文
書
」
）
掲
戦
。
〔
康
正
元
年

一
二
月
上
旬
「
僧
乗
延
日
賓
」
授
与
〕

八
、
本
尊
〈
釦
〉
（
「
日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
受
茶
羅
本
尊
集
成
解
説
」
）
掲
載
、
本
尊
〈
弱
〉
（
「
妙
蓮
寺
文
書
」
）
掲
栽
。
〔
賓
徳
二
二

（
四
）
年
二
月
九
日
「
僧
資
信
」
授
与
〕

學
」
授
与
〕
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一
○
、
本
尊
〈
蛇
〉
（
「
港
町
の
古
刹
法
華
宗
経
王
山
本
蓮
寺
寺
宝
と
歴
史
」
）
掲
載
、
本
尊
〈
鞭
〉
（
「
令
和
元
年
度
特
別
展
岡
山

の
日
蓮
法
華
」
）
掲
載
。
〔
賓
徳
三
年
卯
月
二
日
「
童
兒
愛
千
代
丸
」
授
与
〕

こ
の
よ
う
に
写
真
公
開
さ
れ
て
い
る
四
七
幅
の
う
ち
、
一
○
種
類
二
○
本
が
重
複
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
実
際
に
写

真
公
開
さ
れ
て
い
る
隆
師
本
尊
は
、
計
三
七
幅
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
以
上
の
調
査
の
過
程
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
尊
の
勧
請
形
式
に
つ
い
て
次
下
の
三
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず

（
柵
）

一
点
目
は
、
本
尊
〈
１
〉
を
除
い
た
他
は
、
存
略
の
形
式
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
大
平
宏

龍
先
生
に
よ
る
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

日
隆
筆
の
曼
茶
羅
本
尊
は
、
現
存
で
は
応
永
年
間
の
一
幅
を
除
き
、
す
べ
て
中
尊
は
光
明
点
な
く
、
十
界
の
聖
衆
に
は
存
略
が

（
釦
｝

あ
る
。
こ
れ
は
、
本
尊
の
原
理
を
端
的
に
示
す
も
の
と
拝
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
多
く
の
隆
師
本
尊
に
お
い
て
は
、
本
尊
の
原
理
を
端
的
に
示
し
た
形
式
と
な
っ
て
お
り
、
光
明
点
や
十
界
の
聖
衆
等
に

お
い
て
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
上
掲
の
写
真
公
開
さ
れ
て
い
る
本
尊
を
見
て
み
る
と
、
本
尊
〈
ｌ
〉

（
応
永
三
三
年
九
月
一
八
日
）
以
外
は
全
て
十
界
聖
衆
等
の
表
記
に
省
略
が
見
ら
れ
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
隆
師
が
本

尊
で
図
顕
し
た
形
式
に
存
略
が
見
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
教
学
的
な
観
点
か
ら
説
明
が
為
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
そ
の
一
方
で
、
本

尊
〈
ｌ
〉
に
つ
い
て
は
如
何
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
、
更
な
る
考
究
が
求
め
ら
れ
る
所
に
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
教
学
的
な
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異
な
り
、
日
蓮
聖
人
（
一
三
三
～
一
二
八
三
〔
以
下
、
宗
祖
と

称
す
〕
の
門
下
で
書
写
さ
れ
た
本
尊
全
般
に
つ
い
て
、
首
題
の
下
部
の
宗
祖
を
如
何
に
勧
請
し
た
り
位
置
づ
け
た
り
す
る
よ
う
な
表

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
受
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

九
、
本
尊
〈
“
〉
（
「
光
長
寺
寺
讃

下
旬
「
信
男
正
榮
」
授
与
〕
寺
街
集
」
）
掲
載
、
本
尊
〈
妬
〉
（
「
大
本
山
光
長
寺
そ
の
伝
承
と
自
然
」
）
掲
載
。
〔
長
禄
二
年
一
○
月
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記
を
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
に
着
目
し
な
が
ら
、
三
種
類
（
①
書
写
型
、
②
勧
請
型
、
③
中
間
型
）
に
大
別
し
、
隆
師
本
尊
を
③

（
訓
）

中
間
型
に
位
置
づ
け
た
寺
尾
英
智
氏
の
言
及
が
あ
る
。
当
報
告
は
、
教
学
的
な
解
釈
や
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
形

式
や
筆
法
な
ど
の
い
わ
ば
史
料
論
的
な
視
点
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
講
演
録
等
の
中
で
触
れ
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
隆
師
本
尊
に
対
象
を
絞
っ
た
分
析
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
隆
師
本
尊
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
上
掲
の
写
真
公
開
さ
れ
た
隆
師
本
尊
を
用
い
な
が
ら
、
寺
尾
氏
の
見
解
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

寺
尾
氏
の
三
分
類
の
概
要
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
①
書
写
型
と
は
、
「
日
蓮
在
御
判
」
と
、
宗
祖
が
揮
毫
さ
れ
た
受

茶
羅
本
尊
を
書
写
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
「
在
御
判
」
と
い
う
の
は
、
そ
こ
に
判
が
在
る
、
花
押
が
書
い
て
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
い
う
。
書
写
型
の
特
徴
と
し
て
は
、
首
題
の
真
下
に
「
日
蓮
」
「
日
蓮
（
大
）
聖
人
」
＋
「
在
御
判
」
と
記
し
、
自
署
は

首
題
の
左
ま
た
は
右
下
に
小
さ
く
記
し
、
更
に
「
こ
れ
を
書
写
す
」
な
ど
の
よ
う
に
書
写
し
た
旨
を
記
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
分
類
さ
れ
る
の
は
、
日
興
・
日
向
・
日
目
等
の
も
の
で
あ
り
、
日
興
門
流
、
日
什
門
流
等
に
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。

続
い
て
②
勧
請
型
と
い
う
の
は
、
宗
祖
が
天
台
大
師
・
伝
教
大
師
を
先
師
と
し
て
勧
請
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
宗
祖
を
自
身
の

先
師
と
し
て
「
南
無
日
蓮
聖
人
」
や
「
南
無
法
主
聖
人
」
等
と
勧
請
し
、
自
署
を
首
題
の
下
部
に
記
し
た
形
式
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に

分
類
さ
れ
る
の
は
、
日
朗
・
日
法
・
日
常
・
日
高
等
で
あ
る
と
さ
れ
、
中
山
門
流
、
日
朗
門
流
、
日
朗
門
流
か
ら
派
生
し
た
日
像
の

四
条
門
流
、
日
印
の
六
条
門
流
な
ど
に
見
ら
れ
る
と
い
う
。
な
お
四
条
門
流
で
は
、
宗
祖
を
大
菩
薩
と
称
す
る
、
い
わ
ゆ
る
三
祖
菩

薩
号
が
大
覚
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
日
朗
や
日
印
で
は
「
南
無
日
蓮
聖
人
」
と
「
南
無
」
を
冠
す
る
の
に
対
し
、
日
像
や

大
覚
で
は
「
日
蓮
聖
人
」
「
日
蓮
大
菩
薩
」
な
ど
と
「
南
無
」
を
冠
し
な
い
と
す
る
。

孫
弟
子
以
降
の
段
階
に
な
る
と
、
宗
祖
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
①
書
写
型
、
②
勧
請
型
に
加
え
て
、
③
中
間
型
を
含
む
三
種

類
に
大
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
も
門
流
や
時
期
に
よ
っ
て
明
確
な
違
い
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
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こ
れ
ら
の
う
ち
の
③
中
間
型
と
は
、
首
題
の
真
下
に
大
き
く
「
南
無
日
蓮
大
聖
人
」
な
ど
と
い
う
形
で
書
か
れ
な
が
ら
も
、
そ
こ
に

「
在
御
判
」
は
記
さ
れ
な
い
型
式
を
指
す
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
「
南
無
」
と
冠
す
る
こ
と
は
勧
請
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
が
、
②
勧

請
型
で
は
首
題
の
両
脇
の
諸
尊
の
一
つ
と
し
て
記
さ
れ
る
も
の
が
首
題
の
真
下
に
記
さ
れ
、
な
お
か
つ
こ
れ
を
①
書
写
型
の
「
日
蓮

在
御
判
」
の
場
合
と
同
様
に
大
き
く
書
く
と
い
う
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
隆
師
の
場
合
は
、
「
日
蓮
大
士
」
「
日
蓮
大
菩

薩
」
「
南
無
末
法
唱
導
日
蓮
大
士
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
③
中
間
型
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
。

（
銘
）

そ
こ
で
寺
尾
氏
の
三
分
類
の
観
点
か
ら
、
写
真
公
開
さ
れ
て
い
る
隆
師
本
尊
を
確
認
し
て
み
る
と
、
②
勧
請
型
は
見
当
た
ら
ず
、

（
認
）

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
③
中
間
型
に
相
当
し
て
い
る
が
、
牛
窓
本
蓮
寺
に
伝
わ
る
本
尊
〈
似
〉
が
唯
一
①
書
写
型
に
相
当
し
て
い
る
。
そ

（
詞
）

れ
ら
を
列
挙
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

９
、
南
無
法
主
日
蓮
大
士
〈
９
〉
、
〈
Ⅳ
〉

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
諭
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

７
、
南
無
日
蓮
大
士
（
〈
７
〉

８
、
法
主
日
蓮
大
士
等
〈
８
〉

３
、
末
法
尊
師
日
蓮
大
士
等
〈
３
〉

４
、
南
無
日
蓮
大
士
代
々
祖
師
〈
４
〉

５
、
法
主
日
蓮
大
士
〈
５
〉
、
（
〈
吃
〉
・
〈
邪
〉
）

６
、
日
蓮
大
士
等
〈
６
〉
、
〈
皿
〉
、
（
〈
鋤
〉
・
〈
稲
〉
）
、
〈
詔
〉

７
、
南
無
日
蓮
大
士
（
〈
７
〉
・
〈
認
〉
）
、
〈
、
〉
、
〈
喝
〉
、
（
〈
略
〉
・
〈
型
〉
）
、
（
〈
別
〉
・
〈
妬
〉
）
、
〈
妬
〉

２
、
日
蓮
大
菩
薩
〈
２
〉

１
、
南
無
末
法
尊
師
日
蓮
大
士
〈
１
〉
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こ
の
よ
う
に
、
写
真
公
開
さ
れ
て
い
る
隆
師
本
尊
だ
け
を
取
り
上
げ
て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
一
七
番
目
に
提
示
し
た
本
尊

〈
似
〉
は
③
中
間
型
で
は
な
く
、
①
書
写
型
に
分
類
さ
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
従
来
は
存
略
と
は

異
な
る
と
さ
れ
た
本
尊
〈
１
〉
が
他
と
は
異
な
る
特
徴
を
も
つ
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
寺
尾
氏
の
観
点
か
ら
す
れ

ば
、
本
尊
〈
似
〉
が
他
と
は
異
な
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
意
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点

で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
が
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
の
進
展
が

俟
た
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
同
様
に
、
宗
祖
を
勧
請
し
て
い
る
表
記
方
法
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
に
示
し
た
よ
う
に
、
本
尊
〈
虹
〉
も

含
め
た
写
真
公
開
さ
れ
て
い
る
隆
師
本
尊
に
お
い
て
は
、
一
七
種
類
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
各
々
意
味
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、

（
弱
）

今
後
の
研
究
に
期
待
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
も
う
一
点
気
に
な
る
の
は
、
そ
も
そ
も
多
く
の
隆
師
本
尊
の
特
徴
と
さ
れ
る
存
略
の
見
ら
れ
る
本
尊
形
式
は
、
史

17 16 15 14 13 12 11 10
、 、 、 、 、 、 ､ 、

南南南日
無無無蓮
本末法大
門法主士

:騨雲
日蓮士愈
蓮大等、〆
大士へ 、
士／_、 18/
へ…22

ZG･ 19 －
21"
シ

ヘ

ヘ 27
25 ご
ご 、
､ へ

へ 翌
32 、
、〆 〆一、
へ

30
ー

へ

35
二
、

へ

34
…

、

へ

37
…
、

へ

へ

42
…

へ

47
ご
、

へ

43
…

、

へ

へ

44
…

へ

46
二

南
無
日
蓮
大
菩
薩
〈
鋤
〉

南
無
本
化
日
蓮
大
士
代
々
祖
師
〈
側
〉

南
無
末
法
唱
導
日
蓮
大
菩
薩
御
在
判
〈
側
〉

日
蓮
大
井
〈
釦
〉
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第
二
節
書
誌
情
報
の
み
公
開
さ
れ
て
い
る
隆
師
本
尊
に
つ
い
て

次
に
書
誌
情
報
の
み
公
開
さ
れ
て
い
る
隆
師
本
尊
を
と
り
あ
げ
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
四
冊
の
資
料
集
・
図

（
釘
）

録
等
か
ら
合
計
四
一
幅
の
本
尊
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
受
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

最
後
の
三
点
目
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
今
回
調
査
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
写
真
が
公
開
さ
れ
て
い
る
本
尊
に
お

い
て
は
、
い
ず
れ
も
日
存
・
日
道
の
両
聖
人
が
勧
請
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
調
査
結
果
か
ら
見
て

も
、
存
・
道
両
師
が
隆
師
本
尊
で
勧
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
非
常
に
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

と
し
て
お
き
た
い
。

料
論
的
な
視
点
に
お
い
て
も
、
門
下
で
如
何
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
存
略
と
い
う
本
尊

の
形
式
に
つ
い
て
は
、
門
下
書
写
の
本
尊
史
に
お
い
て
、
一
つ
の
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ｃ
ま
た
そ
れ
は
、
現
時

点
で
存
略
の
形
態
と
し
て
は
唯
一
例
外
と
さ
れ
る
本
尊
〈
１
〉
（
応
永
三
三
年
九
月
一
八
日
）
を
如
何
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
、
と
い

う
問
題
と
関
わ
っ
て
く
る
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
隆
師
本
尊
の
存
略
の
形
式
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
視
点
か
ら
改
め
て
検

討
さ
れ
る
べ
き
点
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
に
続
き
、
隆
師
本
尊
の
勧
請
形
式
に
関
し
て
二
点
目
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
本
尊
〈
ｌ
〉
（
応

永
三
三
年
九
月
一
八
日
「
寶
儀
」
授
与
）
に
お
い
て
、
「
普
賢
大
菩
薩
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
が
判
明
し
た
点
で
あ
る
。
写
真
公
開

さ
れ
て
い
る
他
の
本
尊
に
は
、
こ
の
「
大
菩
薩
」
号
の
表
記
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
迩
化
の
菩
薩
に
対
す
る
「
大

菩
薩
」
と
い
う
表
記
は
、
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
つ
つ
も
写
真
公
開
が
為
さ
れ
て
い
な
い
隆

（
弱
）

師
本
尊
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
如
何
に
解
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
今
後
の
課
題
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（
弱
〉

ｂ
、
中
村
秀
冶
編
『
日
隆
聖
人
御
廟
所
誕
生
寺
年
表
付
什
物
目
録
」
（
計
、
五
幅
）

通
番
授
与
者
法
量
（
糎
）

（
閃
）

〈
卵
〉
一
、
嘉
吉
三
年
癸
亥
十
一
月
下
旬
信
男
勧
妙
（
法
量
不
明
）

裏
書
明
和
二
乙
酉
天
三
月
日
日
泰
花
押

箱
裏
書
大
正
十
四
年
四
月
廿
五
日
参
拝
之
胸
奉
納

大
阪
久
本
寺
日
継
花
押

（
創
）

〈
別
〉
一
、
享
徳
二
年
正
月
下
旬
僧
資
源
（
法
量
不
明
）

マ
マ

奉
寄
進
隆
師
御
守
一
幅
為
宗
○
妙
秀

施
主
長
見
屋
十
三
良
、
お
蔵
輪
光
坊
常
住
物
也

寛
文
六
年
丙
九
月
大
吉
日
右
本
尊
一
幅
本
寿
院
日
友
代
（
中
央
下
に
）
日
宥
花
押

（
唾
）

〈
銘
〉
一
、
享
徳
二
二
年
三
月
下
旬
僧
日
勤
（
法
避
不
明
）

箱
裏
書
昭
和
十
一
年
九
月
、
本
教
院
美
濃
島
日
勇
師
よ
り
誕
生
寺
什
物
と
し
て
寄
附
さ
れ
る
た
る
こ
と
を
証
明
云
々

（
認
）

ａ
、
淡
路
青
年
会
編
「
法
華
宗
淡
路
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
誕
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
（
計
、
二
幅
）

通
番
授
与
者
法
量
（
糎
）

〈
蝿
〉
⑬
、
嘉
吉
三
癸
亥
年
二
月
（
延
寿
寺
蔵
）
ナ
シ
（
縦
六
八
・
五
×
横
四
○
・
五
）

〈
⑲
〉
錫
、
文
安
六
年
二
月
上
旬
（
妙
勝
寺
蔵
）
ナ
シ
（
縦
四
九
×
横
三
二

日
継
花
押
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（
“
）

ｃ
、
藤
井
学
・
安
国
良
一
編
「
本
能
寺
文
書
・
什
物
等
目
録
」
（
計
、
二
一
幅
）

通
番
筆
日
授
与
者

〈
弱
〉
三
一
、
永
享
六
年
正
月
朔
日
ナ
シ
（
願
文
入
本
尊
）

〈
髄
〉
三
二
、
永
享
一
○
年
三
月
上
旬
沙
弥
常
香

〈
師
〉
三
三
、
嘉
吉
二
年
六
月
下
旬
妙
智

〈
詔
〉
三
四
、
嘉
吉
三
年
七
月
下
旬
信
男
妙
浄
衛
門
五
郎

〈
弱
〉
三
五
、
文
安
三
年
卯
月
中
旬
蓮
海

〈
帥
〉
三
六
、
文
安
四
年
一
○
月
中
旬
比
丘
尼
正
祐

〈
田
〉
三
七
、
寶
徳
元
年
極
月
一
○
日

僧
日
要

〈
館
〉
三
八
、
寶
徳
二
年
一
○
月
一
三
日
本
能
寺
常
住

〈
侭
〉
三
九
、
享
徳
二
年
八
月
中
旬
信
女
善
祐

〈
“
〉
四
○
、
享
徳
三
年
正
月
下
旬
信
男
法
名
本
通

〈
妬
〉
四
一
、
享
徳
三
年
七
月
二
日

信
女
法
名
妙
壽

〈
“
〉
四
二
、
康
正
二
年
六
月
下
旬
信
女
妙
需

〈
碗
〉
四
三
、
康
正
三
年
二
月
上
旬
信
男
法
金
・
信
女
妙
祐

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

へへ

5453
……

一一

、 、

マ
マ

長
緑
二
年
九
月
下
旬

宝
徳
三
年
三
月
下
旬

（
授
与
者
不
明
）

（
授
与
者
不
明
）

法
量
（
糎
）

（
縦
四
九
・
一
×
横
一
四
・
八
）

（
縦
七
○
・
七
×
横
三
六
・
四
）

（
縦
一
二
一
・
五
×
横
八
五
・
三
）

（
縦
三
七
・
四
×
横
一
二
・
四
）

（
縦
三
○
・
八
×
横
一
二
・
九
）

（
縦
八
五
・
三
×
横
四
一
・
九
）

（
縦
四
八
・
九
×
横
三
一
・
九
）

（
縦
九
七
・
六
×
横
五
二
・
四
）

（
縦
三
二
・
八
×
横
一
三
・
四
）

（
縦
三
一
・
九
×
横
一
二
・
六
）

（
縦
三
八
・
八
×
横
一
四
・
四
）

（
縦
三
二
・
七
×
横
一
四
・
○
）

（
縦
六
四
・
三
×
横
三
一
・
四
）

（
法
量
不
明
）

（
法
量
不
明
）
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〆べへへへへへへへ

7574 737271 706968
、〆……………ー…

（
“
）

ｄ
、
大
本
山
本
興
寺
『
大
本
山
本
興
寺
寺
宝
目
録
」
（
計
、
一
三
幅
）

通
番
筆
日
授
与
者

〈
祁
〉
一
○
、
永
享
元
年
六
月
一
○
日

宗
久

〈
万
〉
二
、
永
享
八
年
七
月
下
旬
情
信
男
ア
ト
削
去

〈
沼
〉
一
二
、
嘉
吉
元
年
極
月
吉
日

信
男
妙
善

く
刃
〉
一
三
、
嘉
吉
三
年
七
月
吉
日
ナ
シ

〈
帥
〉
一
四
、
文
安
六
年
二
月

信
男
ア
ト
削
去
僧
慶
須

〈
別
〉
一
五
、
寶
徳
元
年
八
月
上
旬
信
男
徳
側

〈
躯
〉
一
六
、
寶
徳
三
年
一
二
月
三
日

信
男
衛
門
大
郎
法
名
道
妙

五五四四四四四四
一○九八七六五四
、 ､ 、 ､ ､ ､ 、 、

康
正
三
年
八
月
吉
日

長
禄
二
年
五
月
中
旬

長
禄
三
年
三
月
六
日

寛
正
四
年
五
月
一
五
日

寛
正
二
年
八
月
一
二
日

寛
正
二
年
九
月
下
旬

寛
正
四
年
四
月
上
旬

寶
徳
三
年
正
月
吉
日

信
男
又
七

信
男
法
名
妙
源

信
男

信
男
■
■

信
男
■
■

信
男
道
賢

信
女
妙
勝

屋
堅
守
本
尊

法
量
（
糎
）

（
縦
三
一
・
八
×
横
一
五
・
七
）

（
縦
四
九
・
八
×
横
三
二
・
九
）

（
縦
五
一
・
二
×
横
三
三
・
○
）

（
縦
二
三
・
○
×
横
八
・
六
）

（
縦
二
七
・
○
×
横
一
三
・
八
）

（
縦
二
七
・
二
×
横
九
四
・
六
）

（
縦
九
○
・
二
×
横
四
○
・
○
）

（
縦
二
三
・
二
×
横
一
○
・
○
）

（
縦
四
七
・
八
×
横
二
八
・
三
）

（
縦
一
二
○
・
七
×
横
八
五
・
二
）

（
縦
二
八
・
一
×
横
一
二
・
○
）

（
縦
九
一
・
○
×
横
四
○
・
○
）

（
縦
四
六
・
二
×
横
三
二
・
九
）

（
縦
二
三
・
二
×
横
一
○
・
八
）

（
縦
二
三
・
○
×
横
二
・
九
）
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基
本
的
な
情
報
を
示
し
て
お
き
た
い
。

〈
両
師
勧
請
本
尊
に
関
す
る
基
本
的
情
報
〉

そ
れ
で
は
、
前
章
で
整
理
し
て
き
た
事
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
今
回
取
り
上
げ
る
両
師
勧
請
本
尊
に
つ
い
て
の
報
告
・
紹
介
を
行
い
、

そ
れ
が
如
何
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
な
の
か
、
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
筆
者
の
調
査
に
基
づ
き
な
が
ら
、
当
本
尊
の

基
本
的
な
情
報
を
示
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

〈
錦
〉
一
七
、
享
徳
三
年
三
月
一
四
日

僧
日
詮
（
縦
五
三
・
四
×
横
三
五
・
五
）

〈
劉
〉
一
八
、
康
正
元
年
極
月
上
旬
僧
日
忠
・
日
義
・
隆
斉
（
縦
二
六
・
六
×
横
八
二
・
六
）

〈
蓮
一
九
、
長
禄
元
年
二
月
中
旬
信
男
法
名
妙
光
（
縦
四
五
・
八
×
横
三
一
・
三

〈
髄
〉
二
○
、
長
禄
二
年
九
月
上
旬
本
教
寺
住
持
日
忠
（
縦
四
九
・
一
×
横
三
○
・
二
）

〈
飯
〉
二
一
、
長
禄
三
年
一
二
月
一
八
日

信
男
法
名
道
圓
（
縦
五
七
・
一
×
横
三
二
・
三
）

〈
銘
〉
二
二
、
寛
正
元
年
下
旬
信
女
圓
信
（
縦
二
九
・
二
×
横
一
三
・
四
）

以
上
の
ａ
～
ｄ
に
記
さ
れ
る
合
計
四
一
幅
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
と
り
あ
げ
た
写
真
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
め
て
、
重
複
す

る
本
尊
が
存
在
す
る
の
か
否
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
た
だ
、
本
尊
の
形
式
の
詳
細
が
明
ら
か
で
な
い
な
ど
情

報
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
保
留
と
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
よ
う

な
公
開
さ
れ
て
い
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
隆
師
の
本
尊
研
究
に
お
い
て
、
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

執
筆
時
康
正
二
年
二
四
五
六
）
二
月
下
旬

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

三
、
両
師
勧
請
本
尊
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
に
つ
い
て
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大
持
国
天
王

毘
沙
門
天
王

法紙特授
与

量数記者南
南
無
多
寳
如
来

南
無
輝
迦
牟
尼
佛

信
者
道
祐

縦
二
二
・
五
×
横
九
・
七
（
糎
）

日
蓮
大
士
の
左
右
に
日
存
聖
人
、
日
道
聖
人
と
表
記
あ
り

紐
へ

一

紙

妙
法
蓮
華
經

（
愛
染
明
王
）

へ

不
動
明
王
…

南
無
上
行
菩
薩

身
子
尊
者 諸
佛
護
念
末
法
唱
導
日
蓮
大
士

康
正
二
年
二
月
下
旬

八
幡
大
井

天
照
太
神

十
羅
刹
女

鬼
子
母
神
授
与
之

日
道
聖
人

日
存
聖
人

日
隆
（
花
押
）

信
者

道
祐

－84－



現
在
の
当
主
に
よ
れ
ば
、
両
師
勧
請
本
尊
を
所
蔵
す
る
某
家
は
、
大
阪
を
中
心
に
米
問
屋
を
営
む
一
族
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た

（
髄
）

某
家
仏
壇
に
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
三
月
下
旬
の
日
□
（
宣
か
瓦
）
上
人
（
詳
細
不
明
）
に
よ
る
本
尊
と
、
「
開
基
日
隆
大
聖

人
・
大
鹿
妙
宣
寺
」
と
記
栽
さ
れ
る
日
隆
聖
人
尊
像
絵
図
（
詳
細
不
明
）
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
堺
顕
本
寺
の
札
と
思
わ
れ
る

「
當
山
開
關
傳
來
牛
玉
札
礼
附
輿
之
」
（
詳
細
不
明
）
と
い
う
も
の
も
某
家
に
は
格
護
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
現
在
の
所
持
者
で
あ
る

某
家
と
授
与
者
道
祐
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
は
、
現
時
点
で
不
明
で
あ
る
。

前
章
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
多
く
の
隆
師
の
本
尊
の
特
徴
と
見
ら
れ
て
い
る
存
略
の
点
で
あ
る
が
、
当
本
尊
も
同
様
に
十
界

聖
衆
が
ほ
ぼ
省
略
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
よ
っ
て
当
本
尊
も
他
の
多
く
の
本
尊
と
同
様
に
、
存
略
の
勧
請
形
式
で
あ
る
と
言
え

る
。
ま
た
首
題
下
部
の
宗
祖
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
「
諸
佛
護
念
末
法
唱
導
日
蓮
大
士
」
と
あ
り
、
寺
尾
氏
の
分
類
に
従
え
ば
③
中

間
型
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
宗
祖
の
左
右
に
、
天
照
太
神
・
八
幡
大
井
と
記
さ
れ
、
そ
の
下
部
に
日
存
聖
人
、
日
道
聖

人
と
記
さ
れ
て
い
る
。
く
り
返
す
よ
う
に
、
こ
こ
に
存
・
道
両
師
が
勧
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
当
本
尊
の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
両
師
勧
請
本
尊
の
法
量
は
、
縦
二
二
・
五
×
横
九
・
七
（
糎
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
挙
げ
た
既
刊
行
本
の
本
尊
と
比
較

し
て
も
、
比
較
的
小
型
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
量
に
つ
い
て
日
遙
現
下
は
、
「
懐
中
に
携
帯
し
、
御
守
り
本
尊
と
し
て
使
用
し
て

（
鮪
｝

い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。

（
鮪
｝

い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
の
見
榊

（
二
）
勧
請
の
形
式
に
つ
い
て

以
上
の
基
本
的
な
情
報
に
加
え
て
、
当
本
尊
に
関
す
る
諸
事
情
を
以
下
に
記
し
て
お
き
た
い
。

（
三
）
某
家
由
来

（
二
書
誌
的
情
報

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

－85－



解
を
示
し
て
い
き
た
い
。

当
本
尊
に
は
、
そ
の
中
央
下
部
の
「
諸
佛
護
念
末
法
唱
導
日
蓮
大
士
」
の
左
右
に
「
日
存
聖
人
」
「
日
道
聖
人
」
の
両
師
が
勧
請

さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
「
両
師
勧
請
本
尊
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
こ
の
た
め
に
よ
る
。
こ
の
日
存
、
日
道
の
両
師
を
勧
請
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
筆
者
は
日
邊
税
下
か
ら
、
「
現
在
約
一
二
○
幅
あ
る
隆
師
本
尊
に
お
い
て
、
存
・
道
両
師
の
勧
請
は
他
の
本
尊
に

｛
師
）

は
無
く
、
こ
の
本
尊
に
唯
一
見
ら
れ
る
特
質
で
あ
る
」
と
直
接
御
教
示
頂
い
た
。

で
は
な
ぜ
、
こ
の
両
師
勧
請
本
尊
の
み
に
存
・
道
両
師
が
勧
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
、
授
与
者

の
「
信
者
道
祐
」
と
存
・
道
両
師
と
の
関
係
に
鍵
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
先
取
り
す
れ
ば
、
そ
れ
を
示

す
資
料
は
見
出
せ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
、
先
行
研
究
に
示
さ
れ
る
情
報
を
整
理
し
な
が
ら
、
筆
者
の
見

「
道
祐
」
と
い
う
名
称
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
日
遙
睨
下
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
応
永
三
四
年
（
一
四
二
七
）
に
隆
師
と
土
地

（
側
）

の
売
買
を
お
こ
な
っ
た
有
力
な
問
丸
の
一
人
で
あ
っ
た
今
倉
道
祐
と
い
う
人
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
今
倉
道
祐
に
つ
い
て
日

逵
睨
下
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

慶
林
坊
が
今
倉
道
祐
よ
り
屋
敷
を
買
得
し
た
が
、
但
し
書
き
が
あ
っ
て
、
買
得
し
た
も
の
の
加
地
子
四
斗
を
収
納
し
、
屋
敷
に

（
釣
）

は
売
主
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
、
買
主
が
所
用
の
時
に
は
直
ち
に
立
ち
退
き
料
な
し
で
出
る
約
束
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
今
倉
道
祐
に
つ
い
て
日
逵
視
下
は
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
二
八
月
の
「
尼
崎
問
丸
別
所
友
久
請
文
案
」
に
基
づ
き
な
が
ら
、

尼
崎
の
問
丸
で
あ
る
別
所
友
久
を
東
大
寺
問
職
に
推
薦
し
た
「
道
祐
禅
門
」
と
い
う
人
物
が
居
た
こ
と
を
紹
介
し
た
上
で
、
こ
の
道

祐
が
当
時
兵
庫
の
有
力
問
丸
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
の
「
兵
庫
北
関
入
船
納
帳
」
に
度
々
名
が
記

四
、
両
師
勧
請
本
尊
授
与
者
「
道
祐
」
に
つ
い
て
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た
め
、
今
後
の
課
砺

章
で
検
証
し
た
い
。

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
道
祐
禅
門
」
の
性
が
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
速
断
で
き
な
い
と
は
し
な
が
ら
も
、

（
沁
）

「
今
倉
道
祐
」
と
「
道
祐
禅
門
」
が
「
同
一
人
で
あ
っ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
「
収
納
日
記
」
で
隆
師
に
屋
敷
地
を
売
却
し
た
「
今
倉
道
祐
」
が
、
康
正
二
年
二
月
下
旬
の
日
付
の
あ

る
隆
師
染
筆
の
曼
茶
羅
本
尊
（
個
人
蔵
）
の
授
与
者
「
信
者
道
祐
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
縁
の
で
き
た
富
裕
者
の

（
和
）

道
祐
に
対
し
て
隆
師
が
教
化
し
、
曼
茶
羅
本
尊
を
授
与
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
開
さ
れ
て
い
な

い
も
の
も
含
め
て
現
在
約
一
二
○
幅
ほ
ど
見
つ
か
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
隆
師
本
尊
に
お
い
て
、
一
幅
の
み
授
与
者
の
中
に
見
出
せ
る

道
祐
と
い
う
人
物
が
、
隆
師
と
縁
を
結
ん
だ
富
裕
者
の
今
倉
道
祐
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
今
倉
道
祐
が
、
両
師
勧
請
本
尊
に
記
さ
れ
て
い
る
授
与
者
の
「
道
祐
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
手
が
か
り
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
今
倉
道
祐
と
隆
師
と
の
間
で
土
地
の
売
買
が
行
わ
れ
た
応
永
三
四
年
よ
り
以
前
の
応
永
二

八
年
（
一
四
二
二
三
月
二
六
日
に
は
存
師
が
、
ま
た
応
永
三
一
年
（
一
四
二
四
）
二
月
一
七
日
に
は
道
師
が
遷
化
し
て
い
る
こ
と

（
だ
）

か
ら
、
上
述
の
よ
う
な
今
倉
道
祐
と
隆
師
と
の
土
地
売
買
以
前
に
、
「
道
祐
」
と
存
・
道
両
師
と
に
何
ら
か
の
縁
が
あ
っ
た
の
か
、

と
い
う
点
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
今
倉
道
祐
が
存
・
道
両
師
と
縁
の
深
い
問
丸
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
隆
師
の

（
詞
）

尼
崎
弘
通
の
際
に
足
掛
か
り
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
巽
浜
の
二
郎
五
郎
と
共
に
伝
記
類
に
登
場
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
も
見
い
出
せ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
以
上
か
ら
す
れ
ば
、
今
倉
道
祐
と
い
う
人
物
は
や
は
り
応
永
三
四
年
の
隆
師
と
の

土
地
売
買
以
後
に
関
係
が
築
か
れ
た
有
徳
人
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
な
ぜ
道
祐
授
与
本
尊
に
存
・
道
両
師
が
勧
請
さ

れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
両
者
の
関
係
が
如
何
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
そ
れ
を
示
す
手
が
か
り
も
見
当
た
ら
な
い

た
め
、
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
他
方
、
康
正
二
年
二
月
の
本
尊
に
存
・
道
両
師
が
勧
請
さ
れ
た
意
義
に
つ
い
て
は
、
次

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
諭
の
日
隆
聖
人
姓
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）
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上
述
し
た
よ
う
に
、
両
師
勧
請
本
尊
に
は
「
康
正
二
年
二
月
下
旬
」
と
隆
師
の
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
両
師
勧
請
本
尊
は
、

「
康
正
二
年
二
月
下
旬
」
に
書
か
れ
た
も
の
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
で
は
こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
こ
と
は
、
隆
師

の
生
涯
に
お
い
て
如
何
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
両
師
勧
請
本

尊
が
書
か
れ
た
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
に
、
隆
師
は
七
二
歳
を
迎
え
て
い
る
。
隆
師
は
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
に
八
○
歳
を
も
っ

て
遷
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
康
正
二
年
は
隆
師
の
晩
年
に
当
た
る
と
い
え
、
加
え
て
こ
の
数
年
前
の
古
稀
を
迎
え
る
頃
か
ら

（
別
）

隆
師
の
健
康
状
態
が
優
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
の
隆
師
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
は
、
享

徳
三
年
（
一
四
五
四
）
彫
刻
の
仏
師
浄
伝
作
の
隆
師
尊
像
（
現
在
、
大
本
山
本
興
寺
開
山
堂
安
置
）
と
も
密
接
に
関
係
が
あ
る
と
さ
れ

ｊ

（
汚
）

て
お
り
、
大
平
宏
龍
先
生
は
「
御
聖
教
を
た
ず
ね
て
」
別
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

く

推
測
を
ま
じ
え
て
申
し
上
げ
る
な
ら
ば
、
聖
人
は
、
「
弘
経
抄
」
の
脱
稿
に
際
し
て
「
私
も
六
十
九
才
で
あ
る
か
ら
、
書
く
べ

く
し
て
つ
い
失
念
し
て
書
き
落
し
た
法
義
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。
」
と
書
か
れ
、
続
い
て
「
宗
要
集
』
執

筆
中
の
七
十
歳
の
年
末
に
は
、
古
稀
の
御
歳
を
満
じ
た
こ
と
を
特
に
記
さ
れ
、
七
十
一
歳
の
閏
四
月
「
発
病
」
、
同
五
月
「
病

中
」
、
七
月
「
悲
し
む
べ
し
」
、
七
十
二
歳
の
三
月
「
発
病
」
、
四
月
「
発
病
」
と
あ
り
、
同
年
十
一
月
に
『
宗
要
集
」
も
脱
稿

ま
れ

さ
れ
た
の
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
「
人
生
七
十
、
古
来
稀
な
り
」
と
い
う
御
歳
へ
の
感
懐
と
共
に
御
病
気
が
ち
の
御
身
体
に
対

マ
マ

す
る
悲
し
み
の
御
気
持
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
聖
人
の
御
病
気
が
何
で
あ
っ
た
の
か
は
、
確
か
あ
る
史
料
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
に
も
関
ら
ず
聖
人
は
一
巻
又
一
巻
と
宗
要
集
を
書
き
続
け
ら
れ
た
の
で
し
た
。
他
の
御
著
に
は
み
ら
れ
ぬ
こ
の
一
巻
毎
の
著

（
祁
）

作
年
時
や
御
歳
の
記
録
は
、
必
ず
や
こ
う
し
た
状
況
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

五
、
両
師
勧
請
本
尊
に
お
け
る
「
康
正
二
年
二
月
下
旬
」
授
与
の
意
義
に
つ
い
て
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以
上
の
よ
う
に
、
隆
師
の
健
康
状
態
が
古
稀
を
迎
え
る
頃
か
ら
優
れ
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
両
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
関
し
て
注
意
し
た
い
の
が
、
隆
師
が
体
調
面
に
不
安
を
抱
え
て
い
た
時
期
に
著
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
「
開
迩
顕
本

宗
要
集
」
（
以
下
、
「
宗
要
」
と
称
す
）
で
の
隆
師
の
言
葉
で
あ
る
。
「
宗
要
」
は
隆
師
が
六
九
歳
で
あ
っ
た
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
〈
師
｝

よ
り
書
き
始
め
、
三
年
三
ヶ
月
の
歳
月
を
か
け
た
康
正
二
年
二
四
五
六
）
の
七
二
歳
に
書
き
終
え
た
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
「
宗
要
」
は
、
両
師
勧
請
本
尊
を
授
与
し
た
康
正
二
年
二
月
下
旬
頃
に
お
い
て
も
執
筆
中
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
時
期
の
隆
師
の
心
境
に
つ
い
て
、
大
平
宏
龍
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
悲
し
む
べ
し
」
も
、
病
気
と
関
連
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
し
、
又
享
徳
四
年
か
ら
康
正
二

｛
制
）

年
に
か
け
て
、
特
に
「
訪
ぬ
く
し
」
と
自
ら
を
励
ま
さ
れ
る
如
き
語
が
記
さ
れ
て
い
る
の
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

一
つ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
当
時
隆
師
の
健
康
が
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
開
迩
顕
本
宗
（
沌
）

要
集
」
の
中
に
は
、
隆
師
が
一
つ
の
算
題
を
書
き
終
え
る
ご
と
に
、
年
時
・
年
令
、
あ
る
い
は
感
想
な
ど
を
書
き
加
え
て
い
る
。

日
逵
睨
下
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
上
で
、
「
本
門
弘
経
抄
」
嘱
累
品
釈
の
末
尾
に
「
記
者
既
に
六
十
九
な
れ
ば
（
享
徳
二
年
）
廃

亡
の
義
こ
れ
あ
る
べ
し
、
悲
哉
ノ
ー
云
云
」
な
ど
の
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
隆
師
は
享
徳
二
年
頃
か
ら
健
康
の
す
ぐ
れ
な
い
時
が

あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
七
○
歳
を
こ
え
た
享
徳
四
年
以
後
は
不
調
の
時
が
長
く
続
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
れ
故
に
、
弟
子
達
の
間
で
元
気
な
隆
師
の
御
影
を
残
そ
う
と
す
る
動
き
が
生
ま
れ
て
御
木
像
が
彫
刻
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
椎

そ
れ
故
に
、
錨
（
”
）

測
し
て
い
る
。

全
〃
）

ま
た
日
邊
挽
下
は
、
大
平
宏
龍
先
生
の
こ
う
し
た
所
見
を
踏
ま
え
た
上
で
「
日
隆
聖
人
略
伝
」
に
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
享
徳
三
年
は
隆
師
七
十
才
の
時
で
あ
る
が
、
何
故
こ
の
時
に
自
像
を
彫
ら
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る

う
か
。
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つ
ま
り
こ
の
時
期
の
隆
師
に
つ
い
て
は
、
残
さ
れ
た
時
間
を
意
識
し
て
い
る
様
子
が
「
悲
し
む
べ
し
」
と
い
う
言
葉
か
ら
う
か
が

わ
れ
、
ま
た
弟
子
の
こ
と
を
思
っ
て
自
ら
を
励
ま
し
て
い
る
様
子
が
「
訪
ぬ
く
し
」
と
い
う
言
葉
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
で
は
隆
師
は
こ
の
時
期
に
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
言
葉
を
過
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
健

康
状
態
に
触
れ
始
め
た
と
見
ら
れ
る
享
徳
二
年
二
四
五
三
）
の
六
九
歳
頃
か
ら
、
両
師
勧
請
本
尊
を
染
筆
さ
れ
た
康
正
二
年
二

四
五
六
）
の
七
二
歳
に
か
け
て
の
「
宗
要
」
に
見
出
さ
れ
る
言
葉
を
拾
い
あ
げ
、
以
下
に
年
代
順
に
示
し
つ
つ
、
確
認
し
て
い
き

（
雛
）

た
い
。雑

部
第
五
六
根
外
境

佛
部
第
一
二
佛
並
出

享
徳
二
年
八
月
下
旬
よ
り
宗
要
を
書
き
初
む
る
な
り

雑
部
第
六
二
界
増
減

（
創
）

歳
述
。

雑
部
第
三
第
三

雑
部
第
四
十
界
互
具

二
乘
部
第
三
法
華
二
乘

（
腕
）

享
徳
四
年
六
月
十
六
日
記
し
寛
る
。
記
者
七
十
一
歳
な
り
、
訪
ぬ
く
し
ノ
ー
。

（
鯛
）

享
徳
四
年
五
月
二
十
二
日
記
し
寛
ん
ぬ
。
記
者
七
十
一
歳
な
り
。
病
中
に
之
を
記
す
。
訪
ぬ
く
し
ノ
ー
。

十
界
性
眞

享
徳
四
年
五
月
上
旬

但
し
發
病
の
子
細
あ
り
て
述
記
前
後
を
亡
ず
、
憐
慾
す
く
し
／
、
。
享
徳
四
年
閏
四
月
二
十
九
日
記
し
寛
る
。
七
十
一

（
錨
）

七
十
一
歳
述
訪
ぬ
く
し
ノ
ー
。

（
糊
）

記
者
六
十
九
訪
ぬ
く
し
訪
ぬ
く
し
。
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菩
薩
部
第
四
前
三
教
責
行

（
蝿
）

折
節
發
病
の
時
分
に
之
を
記
す
。
悲
し
む
く
し
訪
ふ
く
し
云
云
。
康
正
二
年
卯
月
十
三
日
本
興
寺
述
記

康
正
二
年
二
月
中
旬
、

雑
部
第
十
六
浬
梁
四
依

雑
部
第
十
五
三
惑
同
櫃

雑
部
第
一
二
種
相
即

雑
部
第
七
九
識
證
搬

五
時
部
第
十
二
五
時
証
擴

教
相
部
第
七
三
惑
前
後

二
乘
部
第
五
住
果
馨
聞

（
粥
）

康
正
二
年
六
月
八
日
、
本
興
寺
述
記
。
七
十
二
歳
、
訪
ぬ
く
し
ノ
、
。

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

發
病
に
依
て
定
め
て
前
後
不
辨
の
義
こ
れ
あ
る
べ
し
。
悲
し
む
べ
し
Ｉ
、
雲
云
。
康
正
二
年
三
月
下
旬
本
興
寺
記
者
七
十

（
例
）

二
歳
訪
ぬ
く
し
ノ
！
、
。

（
兜
）

康
正
二
年
正
月
二
十
四
日
記
し
寛
ん
ぬ
本
興
寺
述
記
記
者
七
十
二
歳
訪
ぬ
く
し
ノ
ー
。

康
正
二
年
正
月
十
三
日
記
し
党
ん
ぬ
。

康
正
元
年
十
月
上
旬
寛
ん
ぬ
。
記
者
七
十
一
歳
訪
ぬ
く
し
ノ
ー
云
云
。

享
徳
四
年
八
月
上
旬
記
し
畢
ん
ぬ
。
記
者
七
十
一
歳

（
縄
）

享
徳
四
年
七
月
下
旬
記
覚
る
。
記
者
七
十
一
歳
、
悲
し
む
く
し
悲
し
む
べ
し
。

記
し
寛
ん
ぬ
。

（
兜
｝

記
者
七
十
二
歳
訪
ぬ
く
し
〆
～
・
本
興
寺
述

（
訓
）

記
者
七
十
二
歳
訪
ぬ
く
し
ノ
、
云
云
。
尼
崎
本
興
寺
述
記
。

｛
的
）

悲
し
む
く
し
悲
し
む
べ
し
。

（
”
）

本
興
寺
常
住
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こ
の
よ
う
に
こ
の
約
四
箇
年
に
お
い
て
は
、
「
訪
ぬ
く
し
」
「
悲
し
む
べ
し
」
と
い
う
言
葉
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
記
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
隆
師
が
病
状
を
感
じ
始
め
な
が
ら
も
、
い
か
に
必
死
の
思
い
を
抱
え
な
が
ら
「
宗
要
」
を
執
筆
さ
れ
自
身
を
励
ま
し
て
こ

ら
れ
た
の
か
、
そ
の
胸
中
の
思
い
が
切
々
と
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
取
ら
れ
る
。

他
方
で
、
こ
の
時
期
の
隆
師
に
つ
い
て
は
、
大
平
宏
龍
先
生
は
次
の
よ
う
な
側
面
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

本
抄
五
時
部
第
七
「
分
身
説
法
」
の
末
尾
に
は

求
法
沙
門
七
十
一
歳
述
記
（
隆
教
第
五
巻
二
八
二
頁
）

と
あ
り
ま
す
。
自
ら
の
こ
と
を
、
こ
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
稀
で
す
が
、
宗
要
集
述
作
中
の
御
心
境
が
窺
わ
れ
る
と
共

に
、
単
な
る
義
学
者
で
な
い
、
熱
く
尊
い
「
求
法
沙
門
」
の
御
姿
が
次
第
に
ズ
ー
ム
・
ア
ッ
プ
し
て
く
る
の
は
、
私
だ
け
で

す
な
わ
ち
、
両
師
勧
請
本
尊
を
染
筆
さ
れ
た
前
年
頃
の
「
宗
要
』
に
は
、
隆
師
が
「
求
法
沙
門
」
と
記
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ

と
を
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
「
単
な
る
義
学
者
で
は
な
い
熱
く
尊
い
」
御
姿
が
、
「
求
法
沙
門
」
と
い
う
表
現

か
ら
は
う
か
が
え
る
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
単
な
る
義
学
者
に
は
留
ま
ら
な
い
、
熱
く
尊
い
姿
の
「
求
法
沙
門
」
と
は
、

具
体
的
に
は
隆
師
の
如
何
な
る
活
動
の
様
子
を
言
い
表
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
、
両
師
勧
請
本
尊
染
筆
の
翌
年
（
康
正
三
年
）
六
月
上
旬
に
隆
師
が
「
本
門
法
華
宗
開
通
顕
本
玄
文
止
三
大
部
略
大
意
抄
」
〔
以
下
、

「
三
大
部
略
大
意
抄
」
と
称
す
〕
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
に
関
し
て
述
べ
た
、
株
橋
日
涌
先
生
の
以
下
の
推
察
で
あ
る
。

（
蝿
）

し
よ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
垂

五
時
部
第
十
浬
梁
四
教

（
”
）

康
正
二
年
七
月
下
旬
、
本
興
寺
述
記
七
十
二
才
訪
ぬ
く
し
／
～
。
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勿
論
老
躯
を
以
て
の
執
筆
で
あ
る
か
ら
隆
師
自
身
も
三
大
部
全
体
に
亘
る
解
説
を
存
命
中
に
完
成
し
よ
う
と
は
考
え
て
い
ら
れ

な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
と
に
か
く
体
力
の
許
す
限
り
一
巻
で
も
多
く
遺
し
た
い
と
い
う
念
願
か
ら
記
述
さ
れ
た
も
の
が
こ
の

十
七
巻
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
若
し
体
力
と
健
康
が
許
す
な
ら
ば
こ
れ
よ
り
も
っ
と
多
く
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
当
時
の

う
す
暗
い
燈
下
で
痩
身
の
老
僧
が
覚
束
な
い
手
付
で
丹
念
に
筆
を
運
ば
れ
て
い
る
聖
容
を
偲
べ
ば
、
自
ら
眼
頭
に
熱
い
露
の
光

（
鱒
）

る
の
を
覚
え
て
な
ら
な
い
。
恭
い
哉
ノ
ー
。

こ
の
よ
う
に
株
橋
先
生
は
、
隆
師
が
こ
の
時
期
に
「
と
に
か
く
体
力
の
許
す
限
り
一
巻
で
も
多
く
遺
し
た
い
と
い
う
念
願
か
ら
記

述
さ
れ
た
」
の
が
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
一
七
巻
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
残
さ
れ
た
寿
命
と
体
力
を
感

じ
取
り
な
が
ら
も
、
少
し
で
も
多
く
の
法
義
を
弟
子
た
ち
に
残
し
た
い
と
す
る
隆
師
の
姿
だ
っ
た
と
い
え
る
。

で
は
隆
師
は
、
体
調
の
悪
化
を
感
じ
始
め
な
が
ら
も
、
『
宗
要
」
や
三
大
部
略
大
意
抄
」
を
述
作
し
終
え
る
ま
で
、
そ
の
間
を

如
何
に
過
ご
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
隆
師
の
こ
の
時
期
、
す
な
わ
ち
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
、
六
九
歳
）
か
ら
康
正
三

年
・
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
、
七
三
歳
）
末
頃
ま
で
の
約
五
箇
年
の
間
に
起
こ
っ
た
出
来
事
や
、
本
尊
授
与
な
ど
の
活
動
な
ど
を
、

先
行
研
究
も
参
照
し
な
が
ら
、
以
下
に
お
い
て
年
代
順
に
列
挙
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
そ
こ
に
、
隆
師
の
年
齢
や
健
康
状
態
な
ど

を
う
か
が
わ
せ
る
「
宗
要
」
に
見
え
る
言
葉
を
、
上
掲
し
た
分
に
康
正
三
年
・
長
禄
元
年
の
分
も
加
え
て
併
記
し
、
そ
の
上
で
こ
の

（
叩
）

頃
の
隆
師
の
様
子
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

〔
筆
者
注
筆
者
が
後
で
特
に
取
り
上
げ
た
い
項
目
に
つ
い
て
は
傍
線
を
付
し
た
。
〕

ｅ
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
隆
師
六
九
歳
本
尊
二
幅
授
与

（
川
）

【
著
述
】
「
本
門
弘
経
抄
」
記
者
既
に
六
十
九
な
れ
ば
慶
亡
の
義
こ
れ
あ
る
べ
し
、
悲
哉
々
々
云
義

（
皿
）

【
本
尊
］
享
徳
二
年
二
月
一
三
日
、
日
間
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
鍵
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）
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（
脳
）

【
出
来
事
】
三
月
二
六
日
、
存
師
第
三
三
回
忌
を
本
能
寺
に
て
修
す
。

（
剛
）

【
本
尊
】
享
徳
二
年
八
月
中
旬
、
信
女
善
祐
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
鵬
）

【
出
来
事
一
八
月
一
五
日
以
降
、
仏
師
浄
伝
に
隆
師
尊
像
彫
刻
を
依
頼
す
る
。

（
脳
）

【
著
述
｝
「
宗
要
」
享
徳
二
年
八
月
下
旬
よ
り
宗
要
を
書
き
初
む
る
な
り
記
者
六
十
九
訪
ぬ
く
し
訪
ぬ
く
し
。

、
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
隆
師
七
○
歳
本
尊
九
幅
授
与
（
叩
）

【
出
来
事
｝
隆
師
尊
像
が
仏
師
浄
伝
に
よ
り
完
成
す
る
。

（
畑
）

【
出
来
事
］
勧
学
院
造
立
。

〈
伽
）

【
本
尊
｝
享
徳
三
年
一
月
下
旬
、
信
男
法
名
本
通
に
本
尊
を
授
与
す
る

（
川
）

【
本
尊
｝
享
徳
三
年
二
月
下
旬
、
日
造
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
川
）

【
本
尊
】
享
徳
三
年
二
月
下
旬
、
本
尊
を
授
与
す
る
。
授
与
者
不
明
。

（
Ⅷ
）

【
本
尊
】
享
徳
三
年
三
月
一
四
日
、
僧
日
詮
に
本
尊
を
授
与
す
る
。
（
Ⅲ
）

【
本
尊
］
享
徳
三
年
三
月
一
八
日
、
僧
日
増
に
本
尊
を
授
与
す
る
。
（
川
）

【
本
尊
］
享
徳
三
年
三
月
一
八
日
、
信
男
源
四
郎
に
本
尊
を
授
与
す
る
。
（
鵬
）

【
本
尊
］
享
徳
三
年
四
月
一
六
日
、
比
丘
尼
正
存
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
川
）

【
本
尊
｝
享
徳
三
年
五
月
下
旬
、
童
児
鑓
寿
丸
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
Ⅲ
）

【
本
尊
｝
享
徳
三
年
六
月
一
三
日
、
僧
日
念
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
叩
）

【
出
来
事
一
二
月
四
日
、
日
齋
聖
人
第
五
○
回
忌
を
修
す
。

ｅ
享
徳
四
年
・
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
隆
師
七
一
歳
本
尊
八
幅
授
与

〈
伽
）

享
徳
三
年
一
月
下
旬
、
信
男
法
名
本
通
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
川
）

享
徳
三
年
二
月
下
旬
、
日
造
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
川
）

享
徳
三
年
二
月
下
旬
、
本
尊
を
授
与
す
る
。
授
与
者
不
明
。

（
Ⅷ
）

享
徳
三
年
三
月
一
四
日
、
僧
日
詮
に
本
尊
を
授
与
す
る
。
（
Ⅲ
）

享
徳
三
年
三
月
一
八
日
、
僧
日
増
に
本
尊
を
授
与
す
る
。
（
川
）

享
徳
三
年
三
月
一
八
日
、
信
男
源
四
郎
に
本
尊
を
授
与
す
る
。
（
鵬
）

享
徳
三
年
四
月
一
六
日
、
比
丘
尼
正
存
に
本
尊
を
授
与
す
る
。
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（
剛
）

【
出
来
事
】
日
明
上
人
本
能
寺
貰
首
と
な
る
。

（
鯉
）

【
著
述
］
「
宗
要
』
享
徳
四
年
七
月
下
旬
記
寛
る
。
記
者
七
十
一
歳
、
悲
し
む
く
し
悲
し
む
べ
し
。

（
鰯
）

【
出
来
事
］
七
月
二
五
日
「
康
正
」
に
改
元
。

（
剛
）

【
著
述
】
「
宗
要
」
享
徳
四
年
八
月
上
旬
記
し
畢
ん
ぬ
。
記
者
七
十
一
歳
悲
し
む
く
し
悲
し
む
べ
し
。

（
鵬
）

【
著
述
】
「
宗
要
」
康
正
元
年
十
月
上
旬
寛
ん
ぬ
。
記
者
七
十
一
歳
訪
ぬ
く
し
ｊ
、
云
云
。
本
興
寺
常
住

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
鍵
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

（
卿
）

【
著
述
】
「
宗
要
」
享
徳
四
年
六
月
十
六
日
記
し
覚
る
。
記
者
七
十
一
歳
な
り
、
訪
ぬ
く
し
ノ
ー
。

る
。
七
十
一
歳
述
。

【
著
述
】
「
宗
要
」
享
徳
四
年
一

【
著
述
］
「
宗
要
」
享
徳
四
年
一

（
Ⅷ
）

【
本
尊
】
享
徳
四
年
一
月
六
日
、
僧
智
沼
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

｛
画
）

【
本
尊
】
享
徳
四
年
正
月
一
二
日
、
本
尊
を
授
与
す
る
。
授
与
者
不
明
。

（
側
）

【
本
尊
】
享
徳
四
年
一
月
下
旬
、
僧
資
源
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
瞠
）

【
本
尊
】
享
徳
四
年
一
月
下
旬
、
信
男
法
名
妙
凹
三
郎
五
郎
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
図
）

【
本
尊
】
享
徳
四
年
閏
四
月
一
三
日
、
信
男
徳
側
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
剛
）

【
出
来
事
一
卯
月
二
六
日
、
僧
日
澄
に
法
名
を
授
与
す
る
。

牛
尊
】
享
徳
庇
一
年
七
円

（
慨
）

享
徳
四
年
五
月
上
旬
七
十
一
歳
述
訪
ぬ
く
し
／
、
。

享
徳
四
年
五
月
二
十
二
日
記
し
寛
ん
ぬ
。
記
者
七
十
一
歳
な
り
。

へ

l錫
一

月
晦
第
二
阻
日
信
上
人
膳

（
画
｝

病
中
に
之
を
記
す
。
訪
ぬ
く
し
ノ
ー
。
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（
画
）

【
本
尊
】
康
正
元
年
一
二
月
上
旬
、
僧
日
忠
日
義
隆
舞
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
胴
）

【
本
尊
｝
康
正
元
年
一
二
月
上
旬
、
僧
乗
延
日
資
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

②
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
隆
師
七
二
歳
本
尊
八
幅
授
与

（
鯛
）

【
著
述
｝
「
宗
要
」
康
正
二
年
正
月
十
三
日
記
し
党
ん
ぬ
。
記
者
七
十
二
歳
訪
ぬ
く
し
ｊ
、
云
云
。
尼
崎
本
興
寺
述
記
。

（
Ⅷ
）

【
著
述
］
「
宗
要
」
康
正
二
年
正
月
二
十
四
日
記
し
寛
ん
ぬ
本
興
寺
述
記
記
者
七
十
二
歳
訪
ぬ
く
し
ノ
、
。

（
川
）

【
本
尊
】
康
正
二
年
二
月
上
旬
、
信
男
法
号
長
円
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
腿
）

【
著
述
】
『
宗
要
」
康
正
二
年
二
月
中
旬
、
記
し
寛
ん
ぬ
。
記
者
七
十
二
歳
訪
ぬ
く
し
／
、
。
本
興
寺
述

（
胴
）

（
剛
）

【
本
尊
】
康
正
二
年
三
月
三
日
、
本
尊
を
授
与
す
る
。
授
与
者
不
明
。

【
著
述
】
「
宗
要
」
發
病
に
依
て
定
め
て
前
後
不
辨
の
義
こ
れ
あ
る
べ
し
。
悲
し
む
く
し
ノ
、
云
云
。
康
正
二
年
三
月
下
旬
本
興

（
噸
）

寺
記
者
七
十
二
歳
訪
ぬ
く
し
／
～
。

（
Ｗ
）

【
著
述
］
「
宗
要
」
折
節
發
病
の
時
分
に
之
を
記
す
。
悲
し
む
く
し
訪
ふ
く
し
云
云
。
康
正
二
年
卯
月
十
三
日
本
興
寺
述
記

（
脇
）

【
本
尊
】
康
正
二
年
五
月
上
旬
、
比
丘
尼
宗
信
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
耐
）

【
著
述
】
「
宗
要
」
康
正
二
年
六
月
八
日
、
本
興
寺
述
記
。
七
十
二
歳
、
訪
ぬ
く
し
ノ
ー
。

（
剛
）

【
本
尊
】
康
正
二
年
六
月
下
旬
、
信
女
妙
壽
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

朝
過
当
剖
詞
割
引
湘
潤
湖
門
１
個
ｆ
一
歳
述
記

出
荊
割
当
封
淵
幽
劉
ヨ
ヨ
川
副
割
掴
鋼
列
剴
凧
湘
コ
コ
斜
呵
『
司
四
コ
四
二
月
一
七
日
寂
〕
。

州
劉
ヨ
ー
稲
剛
判
剖
幽
山
ゴ
制
当
司
到
斗
対
削
剥
副
馴
嗣
剛
引
画
哨
加
二
八
年
（
一
四
二
二
三
月
二
六
日
寂

羽
劇
「
嗣
田
。
鋼
．
別
祠
矧
１
伺
判
副
割
棡
に
両
師
勧
請
本
尊
を
授
与
す
る
。

一

1節
一

（
脳
）
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〈
剛
）

【
著
述
】
「
宗
要
」
康
正
二
年
七
月
下
旬
、
本
興
寺
述
記
七
十
二
才
訪
ぬ
く
し
／
、
。

（
唾
）

【
本
尊
】
康
正
二
年
八
月
二
三
日
、
信
女
妙
隆
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
卿
）

【
本
尊
】
康
正
二
年
八
月
下
旬
、
本
尊
を
授
与
す
る
。
授
与
者
不
明
。

（
剛
）

【
本
尊
】
康
正
二
年
十
一
月
吉
日
、
信
女
千
代
妙
信
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
燭
）

【
著
述
】
二
月
下
旬
「
宗
要
」
成
る
。

⑤
康
正
三
年
・
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
隆
師
七
三
歳
本
尊
七
幅
授
与

（
脳
）

【
本
尊
｝
康
正
三
年
二
月
上
旬
、
信
男
法
金
信
女
妙
祐
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
耐
）

［
本
尊
】
康
正
三
年
二
月
下
旬
、
信
女
法
通
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
脇
）

【
著
述
］
六
月
上
旬
、
「
三
大
部
略
大
意
抄
』
成
る
。

（
畑
）

【
本
尊
｝
康
正
三
年
七
月
下
旬
、
信
男
法
名
匠
源
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
卿
）

【
本
尊
］
康
正
三
年
八
月
吉
日
、
信
男
又
七
に
本
尊
を
授
与
す
る
。
（
剛
）

【
本
尊
】
康
正
三
年
八
月
下
旬
、
信
男
浄
妙
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

（
庇
）

【
出
来
事
一
九
月
二
八
日
「
長
禄
」
に
改
元
。

（
旧
）

【
本
尊
】
長
禄
元
年
一
○
月
一
三
日
、
信
男
妙
行
に
本
尊
を
授
与
す
る
。
（
脳
）

【
本
尊
｝
長
禄
元
年
二
月
中
旬
、
信
男
法
名
妙
光
に
本
尊
を
授
与
す
る
。

先
に
確
認
し
た
こ
と
と
重
な
る
が
、
こ
の
よ
う
に
享
徳
二
年
か
ら
康
正
三
年
・
長
禄
元
年
ま
で
の
僅
か
五
箇
年
の
間
に
、
隆
師
は

古
稀
を
過
ぎ
た
身
体
の
衰
え
や
発
病
と
い
っ
た
体
調
の
変
化
が
起
き
て
い
た
こ
と
が
、
改
め
て
確
認
で
き
る
。
た
だ
そ
れ
ば
か
り
で

な
く
、
隆
師
の
心
身
に
大
き
な
負
担
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
が
、
康
正
元
年
二
四
五
五
）
五
月
晦
に
、
後
継
者
と
し

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
姓
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）
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て
期
待
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
日
信
上
人
が
先
に
遷
化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
直
前
の
同
年
閏
四
月
二
九
日
に
『
宗
要
」
に

記
さ
れ
た
言
葉
に
は
、
「
發
病
の
子
細
あ
り
て
述
記
前
後
を
亡
ず
、
憐
感
す
べ
し
ノ
、
」
と
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
す
ぐ
後
に
日
信
上

人
を
先
に
失
っ
た
こ
と
は
、
隆
師
の
心
身
に
大
き
な
負
担
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
、
と
想
像
さ
れ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
隆
師

は
こ
の
時
期
に
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
心
身
共
に
疲
労
困
倣
し
、
病
状
が
一
時
悪
化
し
た
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

も
筆
者
は
推
測
す
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
こ
う
し
た
事
態
と
の
直
接
的
な
関
係
を
示
す
資
料
で
は
な
い
も
の
の
、
隆
師
は

日
信
上
人
遷
化
後
の
同
年
七
月
二
日
に
「
信
女
法
名
妙
需
」
に
本
尊
を
与
え
て
以
後
、
同
年
一
二
月
に
な
る
ま
で
与
え
た
本
尊

が
現
状
で
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
宗
要
」
の
述
作
は
続
け
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
本
尊
を
授
与

す
る
ま
で
の
余
裕
は
無
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
時
期
の
同
年
一
二
月
上
旬
に
、
隆
師
が
「
宗
要
」
に

「
求
法
沙
門
」
と
書
き
記
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
自
身
を
奮
い
立
た
せ
よ
う
と
意
を
決
し
た
と
い
う
一
面
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
見

「
求
法
沙
門
」

受
け
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
壮
絶
な
時
期
を
経
た
翌
年
の
康
正
二
年
二
月
下
旬
、
隆
師
は
「
宗
要
」
の
述
作
を
終
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
翌

年
の
康
正
三
年
六
月
上
旬
、
今
度
は
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
の
述
作
を
終
え
て
い
る
。
と
同
時
に
、
康
正
二
年
に
は
八
幅
、
康
正
三

年
・
長
禄
元
年
に
は
七
幅
の
本
尊
を
授
与
し
た
こ
と
が
、
現
在
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
二
箇
年
を
含
む
享
徳
二
年
か
ら
康

正
三
年
・
長
禄
元
年
ま
で
の
約
五
箇
年
の
間
に
、
自
身
の
病
状
悪
化
、
日
信
上
人
の
遷
化
に
直
面
し
な
が
ら
、
「
宗
要
」
と
「
三
大

部
略
大
意
抄
」
を
書
き
上
げ
た
上
で
、
計
三
四
幅
の
本
尊
を
隆
師
は
授
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
五
箇
年
以

降
の
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
か
ら
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
二
月
二
五
日
に
遷
化
す
る
ま
で
の
約
七
箇
年
で
、
や
は
り
僧
や
信
者

｛
旧
｝

等
に
二
八
幅
も
の
本
尊
を
隆
師
は
授
与
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
病
の
兆
候
が
見
え
始
め
た
と
思
わ
れ
る
享
徳
二
年
頃
か
ら
、
遷
化
さ

れ
る
寛
正
五
年
二
月
二
五
日
に
至
る
ま
で
の
、
晩
年
期
の
お
よ
そ
一
二
箇
年
の
間
に
、
隆
師
は
現
在
報
告
さ
れ
て
い
る
本
尊
の
約
半
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数
を
数
え
る
六
二
幅
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
隆
師
自
身
が
そ
の
滅
後
に
備
え
て
少
し
で
も
教
化
活
動
を

行
っ
て
お
き
た
い
と
強
く
願
っ
た
思
い
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
「
求
法
沙
門
」
の
熱
く
尊
い
隆
師
の
具
体
的
な
姿

を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
大
平
宏
龍
先
生
は
、
そ
う
し
た
隆
師
の
心
身
に
負
担
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
病
気
な
ど
の
個
人
的
事
情
だ
け
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

隆
師
御
自
身
の
滅
後
を
考
え
て
と
思
わ
れ
る
行
動
に
加
え
て
、
直
弟
信
師
の
早
す
ぎ
る
遷
化
、
及
び
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
迎

え
る
先
師
の
年
忌
、
此
等
は
隆
師
の
心
情
を
窺
う
に
足
る
出
来
事
で
あ
る
が
、
更
に
注
意
す
べ
き
は
、
当
時
、
近
畿
一
円
に
続

起
す
る
一
摸
や
戦
乱
等
の
騒
然
た
る
世
情
で
あ
る
。
此
等
の
隆
師
身
辺
の
事
情
は
隆
師
の
心
労
の
種
と
な
っ
た
こ
と
が
多
か
っ

た
に
相
違
な
い
。
そ
れ
故
、
『
宗
要
」
に
ま
ま
見
ら
れ
る
隆
師
の
感
懐
・
歎
息
の
如
き
僅
か
の
文
言
は
、
決
し
て
個
人
の
病
気

の
こ
と
だ
け
で
あ
る
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
り
、
事
実
、
隆
師
教
学
に
お
け
る
徹
底
し
た
悪
人
・
下
機
観
は
、
当
時
の
世
相
と

（
脳
）

無
関
係
な
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

（
噸
〉

こ
の
よ
う
に
隆
師
は
、
古
稀
を
過
ぎ
て
日
々
に
悪
化
す
る
自
身
の
体
調
や
、
戦
乱
等
の
騒
然
と
し
た
世
情
と
向
き
合
い
な
が
ら
も
、

残
さ
れ
た
時
間
と
自
身
の
滅
後
の
事
を
意
識
し
つ
つ
、
著
述
と
門
下
の
教
化
を
変
わ
る
こ
と
な
く
精
力
的
に
続
け
て
お
ら
れ
た
。
両

師
勧
請
本
尊
が
染
筆
さ
れ
た
の
は
、
康
正
二
年
二
月
下
旬
と
い
う
、
ま
さ
に
そ
の
た
だ
中
の
頃
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
こ
こ
で
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
両
師
勧
請
本
尊
が
授
与
さ
れ
た
「
康
正
二
年
二
月
下
旬
」
と
は
、
隆
師
が
師
と
仰
ぎ
、

（
隅
）

応
永
三
一
年
（
一
四
二
四
）
二
月
一
七
日
に
遷
化
し
た
道
師
の
第
三
三
回
忌
法
要
を
修
し
た
と
見
ら
れ
る
月
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た

同
じ
く
師
と
仰
い
だ
存
師
の
祥
月
命
日
（
三
月
二
六
日
）
を
約
一
ヶ
月
後
に
控
え
た
時
期
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
を

突
き
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
両
師
勧
請
本
尊
を
染
筆
さ
れ
た
の
は
、
す
な
わ
ち
道
師
の
第
三
三
回
忌
法

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）
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要
が
修
さ
れ
た
直
後
の
頃
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
隆
師
の
当
時
の
状

況
も
踏
ま
え
た
上
で
述
べ
る
な
ら
ば
、
隆
師
は
上
述
の
よ
う
な
様
々
な
思
い
や
諸
事
情
を
抱
え
な
が
ら
も
、
享
徳
四
年
・
康
正
元
年

期
の
体
調
不
良
の
時
期
を
何
と
か
や
り
過
ご
し
、
「
求
法
沙
門
」
と
い
う
言
葉
を
記
し
つ
つ
自
ら
を
奮
い
立
た
せ
る
中
で
、
自
身
を

そ
れ
ま
で
導
い
て
く
れ
た
存
・
道
両
師
と
い
う
恩
人
に
報
恩
感
謝
を
捧
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
溢
れ
出
し
、
そ
れ
が
両
師
を
本
尊
で

勧
請
す
る
と
い
う
形
で
表
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
、
現
在
確
認
さ
れ
る
中
で
唯
一
と
い
わ
れ
る

両
師
勧
請
本
尊
の
大
き
な
特
色
を
、
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

写
真
が
公
開
さ
れ
て
い
る
隆
師
の
本
尊
は
、
重
複
し
て
い
る
も
の
を
除
き
、
現
在
に
お
い
て
三
七
幅
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
応
永

三
三
年
九
月
一
八
日
「
寶
儀
」
授
与
の
〈
１
〉
本
尊
を
除
き
、
他
の
本
尊
は
存
略
の
勧
請
形
式
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ

れ
ら
に
つ
い
て
も
様
々
な
観
点
か
ら
の
検
証
す
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
本

尊
〈
１
〉
に
関
し
て
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
「
普
賢
大
菩
薩
」
の
表
記
が
、
現
在
公
開
さ
れ
る
他
の
本
尊
に
は
見
出
さ

れ
て
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
ま
た
こ
れ
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
、
未
公
開
の
隆
師
本
尊
に
お
い
て
も
、
迩
化
の
弥
勒

菩
薩
を
「
弥
勒
大
菩
薩
」
と
表
記
し
て
い
る
例
も
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
未
公
開
の
隆
師
本
尊
の
調
査
と
と
も
に
、
こ

う
し
た
問
題
の
解
明
に
向
け
て
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

以
上
、
存
・
道
両
師
が
鍵

と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

存
・
道
両
師
が
勧

六
、
お
わ
り
に

請
さ
れ
る
両
師
勧
請
本
尊
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
本
論
で
検
証
し
て
き
た
結
果
を
ま
と
め
る
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令
和
二
年
は
、
大
本
山
本
興
寺
開
創
六
○
○
年
、
存
・
道
両
師
第
六
○
○
遠
忌
を
奉
修
し
た
聖
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
き
な
節
目

の
年
に
、
こ
う
し
て
隆
師
の
お
姿
を
見
つ
め
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
両
師
勧
請
本
尊
と
引
き
合
わ
せ
て
頂
い
た
御
恩
を
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

古
稀
を
迎
え
た
頃
か
ら
の
隆
師
は
、
自
身
の
体
調
の
変
化
や
戦
乱
等
の
世
情
、
そ
し
て
自
身
の
残
さ
れ
た
時
間
と
向
き
合
い
な
が

ら
、
化
法
の
面
で
は
七
二
歳
で
「
宗
要
」
を
述
作
し
、
七
三
歳
で
「
三
大
部
略
大
意
抄
』
を
述
作
し
て
い
た
。
他
方
で
、
化
儀
の
面

と
し
て
は
、
病
の
兆
候
が
見
え
始
め
た
と
思
わ
れ
る
享
徳
二
年
の
六
九
歳
の
頃
か
ら
、
遷
化
さ
れ
た
寛
正
五
年
二
月
（
八
○
歳
）
ま

で
と
い
う
晩
年
期
に
、
隆
師
は
現
在
報
告
さ
れ
て
い
る
本
尊
の
約
半
数
を
数
え
る
計
六
二
幅
の
本
尊
を
染
筆
し
、
門
弟
の
教
化
を

行
っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
頃
に
記
さ
れ
た
「
求
法
沙
門
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
隆
師
が
自
身
を
番
い
立

た
せ
よ
う
と
し
た
決
意
を
秘
め
て
い
た
こ
と
も
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
自
身
の
心
身
や
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
中
で
道
師

第
三
三
回
忌
法
要
を
修
し
、
そ
の
直
後
に
授
与
し
た
の
が
両
師
勧
請
本
尊
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
両
師
勧
請
本
尊
は
、

恩
人
で
あ
る
存
・
道
両
師
へ
の
報
恩
感
謝
が
勧
請
と
い
う
形
で
表
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
こ
の
本
尊
の
最
大
の
特
色

尊
を
含
め
、

る
よ
う
に
、

点
で
あ
る
。

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
本
稿
で
参
考
と
し
た
小
西
顕
龍
師
の
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
本
尊
以
外
に
も
、
両
師
勧
請
本

を
含
め
、
未
調
査
の
本
尊
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
日
邊
睨
下
に
よ
る
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い

よ
う
に
、
有
徳
人
今
倉
道
祐
が
、
今
回
考
察
し
た
授
与
者
の
道
祐
と
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
こ
と
も
興
味
深
い

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
鍵
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）
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（
１
）
小
西
日
遙
「
慶
林
日
隆
と
有
徳
人
再
考
」
（
北
川
前
肇
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
「
北
川
前
肇
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
１
日
蓮
教
学
を
め

ぐ
る
諸
問
題
‐
生
山
喜
房
仏
書
林
、
平
成
三
○
年
）

（
２
）
今
日
ま
で
の
隆
師
本
尊
に
関
す
る
先
行
研
究
資
料
に
は
、
泉
日
恒
「
門
祖
日
隆
聖
人
御
真
蹟
御
本
尊
儀
規
」
二
佛
立
研
究
」
Ⅲ
、
昭
和
五
○
年
、

再
録
「
泉
日
恒
先
生
著
作
集
」
第
一
○
巻
（
門
祖
部
）
、
（
本
門
佛
立
宗
乗
泉
寺
教
務
部
泉
日
恒
先
生
著
作
集
刊
行
会
、
平
成
一
五
年
）
、
株
橘

日
浦
「
法
華
宗
教
学
綱
要
」
（
東
方
出
版
、
平
成
一
八
年
）
、
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
（
「
桂
林
学
叢
」
第
二
四
号
、
平
成
二

五
年
三
月
）
、
寺
尾
英
智
「
諦
門
流
先
師
の
鈍
茶
羅
御
本
尊
に
つ
い
て
」
（
「
興
風
」
第
二
六
号
、
平
成
二
六
年
一
二
月
）
、
大
平
宏
龍
「
日
隆
聖

人
教
学
概
論
稿
」
（
法
華
宗
（
本
門
流
）
國
祐
寺
、
平
成
二
七
年
）
、
寺
尾
英
智
「
日
蓮
信
仰
の
歴
史
を
探
る
」
（
山
喜
房
仏
書
林
、
平
成
二
八

年
）
等
が
あ
る
。
ま
た
平
成
二
六
年
度
の
興
隆
学
林
専
門
学
校
の
卒
業
論
文
に
、
山
上
弘
頌
「
先
師
の
此
茶
羅
本
尊
に
見
ら
れ
る
諸
天
善
神
勧

諭
様
式
～
雑
乱
勧
諭
の
観
点
よ
り
～
」
が
あ
る
。
（
興
隆
学
林
専
門
学
校
卒
業
論
文
、
平
成
二
七
年
三
月
）

（
３
）
前
掲
、
小
西
顕
髄
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
こ
の
小
西
瀕
龍
師
の
研
究
で
は
、
授
与
者
が
記
戟
さ
れ
た
本
聴
を
九
○
幅
紹
介
し
て
い
る
。

そ
の
根
本
資
料
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
「
平
成
十
一
年
改
訂
、
法
華
宗
本
門
流
に
お
け
る
第
二
回
宗
宝
宗
門
史
跡
審
議
会
参
考
安
料
」
の
「
日

隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
一
覧
」
で
あ
る
。
な
お
こ
の
報
告
の
一
部
は
「
宗
宝
」
第
一
○
三
号
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門

下
に
つ
い
て
」
一
二
八
～
一
二
九
頁
、
宗
宝
・
宗
門
史
蹴
審
議
会
「
宗
宝
・
宗
門
史
蹴
指
定
に
つ
い
て
」
（
「
宗
報
」
一
○
三
号
、
法
華
宗
（
本

門
流
）
宗
務
院
、
平
成
一
二
年
）
五
～
七
頁
参
照
。

（
４
）
前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
二
八
頁
参
照
。

（
５
）
今
回
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
隆
師
の
本
尊
資
料
等
が
公
開
さ
れ
て
い
た
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
全
て
に
お
い
て
本
尊
資
料
の
写
真

が
公
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

前
掲
注
（
２
）
泉
日
恒
「
門
祖
日
隆
聖
人
御
真
蹟
御
本
尊
儀
規
」
（
再
録
「
泉
日
恒
先
生
著
作
集
」
第
一
○
巻
（
門
祖
部
）
）

大
本
山
本
興
寺
「
歴
史
と
宝
物
」
（
大
本
山
本
興
寺
、
昭
和
五
六
年
）

へ

､
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藤
井
学
・
安
国
良
一
編
「
本
能
寺
文
書
・
什
物
等
目
録
」
（
大
本
山
本
能
寺
、
昭
和
六
二
年
）

大
本
山
本
興
寺
「
大
本
山
本
興
寺
寺
宝
目
録
」
（
大
本
山
本
興
寺
、
平
成
三
年
）

妙
蓮
寺
文
書
編
纂
会
編
「
妙
蓮
寺
文
書
』
（
本
門
法
華
宗
大
本
山
妙
蓮
寺
、
平
成
六
年
）

前
掲
注
（
２
）
宗
宝
・
宗
門
史
餓
審
議
会
「
宗
宝
・
宗
門
史
蹴
指
定
に
つ
い
て
」

法
華
宗
大
本
山
本
能
寺
「
法
華
宗
大
本
山
本
能
寺
」
（
法
華
宗
大
本
山
本
能
寺
、
平
成
一
四
年
）

増
田
日
紘
「
改
訂
増
補
久
本
寺
誌
」
（
久
本
寺
、
平
成
一
五
年
）

無
上
道
編
集
部
「
法
華
宗
寺
院
紀
行
第
二
十
八
回
日
典
上
人
の
信
仰
を
伝
え
る
」
（
「
無
上
道
」
平
成
一
八
年
七
月
号
、
平
成
一
八
年
）

宗
教
法
人
本
蓮
寺
「
港
町
の
古
刹
法
華
宗
経
王
山
本
蓮
寺
寺
宝
と
歴
史
」
（
宗
教
法
人
本
蓮
寺
、
平
成
二
三
年
）

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」

大
本
山
本
興
寺
「
本
興
寺
の
歴
史
と
名
宝
」
（
大
本
山
本
興
寺
、
平
成
二
五
年
）

佛
立
研
究
所
教
学
研
究
部
門
編
「
久
遠
の
水
脈
」
（
佛
立
研
究
所
、
平
成
二
五
年
）

光
長
寺
寺
寶
集
編
募
委
員
会
編
「
光
長
寺
寺
費
集
」
（
法
華
宗
（
本
門
流
）
大
本
山
光
長
寺
、
平
成
二
七
年
）

大
本
山
光
長
寺
三
聖
人
御
遠
忌
記
念
誌
作
成
委
員
会
「
大
本
山
光
長
寺
そ
の
伝
承
と
自
然
」
（
大
本
山
光
民
寺
三
聖
人
御
遠
忌
記
念
誌
作
成
委

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
諭
の
日
隆
聖
人
典
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

集
刊
行
会
、
昭
和
六
一
年
）

日
蓮
大
聖
人
第
七
百
遠
忌
報
恩
奉
行
会
「
大
本
山
妙
蓮
寺
史
」
（
大
本
山
妙
蓮
寺
、
昭
和
五
七
年
）

墹
田
宏
雄
（
日
紘
）
「
久
本
寺
誌
」
（
久
本
寺
、
昭
和
五
八
年
）

淡
路
背
年
会
編
「
法
華
宗
淡
路
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
誕
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
（
淡
路
背
年
会
、
昭
和
五
九
年
）

能
網
政
雄
編
「
御
太
刀
山
妙
勝
寺
史
」
（
妙
勝
寺
史
刊
行
会
、
昭
和
五
九
年
）

中
村
秀
冶
編
「
日
隆
聖
人
御
廟
所
誕
生
寺
年
表
付
什
物
目
録
」
（
御
廟
所
誕
生
寺
、
昭
和
六
一
年
）

日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
曼
茶
羅
本
尊
集
刊
行
会
「
日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
受
茶
羅
本
尊
集
成
解
説
」
（
日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
隻
茶
羅
本
尊
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岡
山
県
立
博
物
館
編
「
令
和
元
年
度
特
別
展
岡
山
の
日
蓮
法
華
」
（
岡
山
県
立
博
物
館
、
令
和
元
年
）

中
村
邦
朗
「
日
隆
聖
人
御
廟
所
誕
生
寺
略
年
表
」
（
中
村
邦
朗
、
発
行
年
不
明
）

前
掲
注
（
５
）
大
本
山
本
興
寺
「
歴
史
と
宝
物
」
四
八
～
四
九
頁
。

前
掲
注
（
５
）
日
蓮
大
聖
人
第
七
百
遠
忌
報
恩
奉
行
会
「
大
本
山
妙
蓮
寺
史
」
三
四
頁
。

前
掲
注
（
５
）
淡
路
青
年
会
編
「
法
華
宗
淡
路
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
誕
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
六
～
九
頁
、
二
三
～
二

四
頁
。
こ
こ
で
は
一
七
幅
の
う
ち
、
一
五
幅
が
写
真
付
き
で
、
二
幅
は
写
真
未
掲
載
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
注
（
５
）
能
網
政
雄
編
「
御
太
刀
山
妙
勝
寺
史
」
四
二
～
四
六
頁
。

前
掲
注
（
５
）
日
辿
聖
人
門
下
歴
代
大
姓
茶
羅
本
尊
集
刊
行
会
編
「
日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
鍵
茶
羅
本
尊
築
成
解
説
」
三
九
～
四
○
、
九
四

前
掲
注
（
↑

貝
会
、
平
成
二
七
年
）

前
掲
注
（
５
）
妙
蓮
寺
文
書
縞
纂
会
編
「
妙
蓮
寺
文
書
」
二
八
～
三
三
頁
。

前
掲
注
（
５
）
法
華
宗
大
本
山
本
能
寺
「
法
華
宗
大
本
山
本
能
寺
」
二
一
頁
。

前
掲
注
（
５
）
無
上
道
輻
集
部
「
法
華
宗
寺
院
紀
行
第
二
十
八
回
日
典
上
人
の
信
仰
を
伝
え
る
」
四
二
頁
。

前
掲
注
（
５
）
宗
教
法
人
本
蓮
寺
「
港
町
の
古
刹
法
華
宗
経
王
山
本
蓮
寺
寺
宝
と
歴
史
」
二
五
頁
。

前
掲
注
（
５
）
大
本
山
本
興
寺
「
本
興
寺
の
歴
史
と
名
宝
」
一
四
頁
。

前
掲
注
（
５
）
光
長
寺
寺
賓
集
縞
纂
委
員
会
編
「
光
長
寺
寺
賓
集
」
五
四
～
五
五
頁
。

前
掲
注
（
５
）
大
本
山
光
長
寺
三
聖
人
御
遠
忌
記
念
誌
作
成
委
員
会
「
大
本
山
光
長
寺
そ
の
伝
承
と
自
然
」
二
八
頁
。

前
掲
注
（
５
）
岡
山
県
立
博
物
館
「
令
和
元
年
度
特
別
展
岡
山
の
日
蓮
法
華
」
四
七
頁
。

刊
行
本
の
中
に
は
、
他
の
資
料
と
重
複
す
る
と
見
ら
れ
る
本
尊
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
前
掲
注
（
２
）
泉
日
恒
「
門
祖
日
隆
聖
人
御
真
蹟

御
本
尊
儀
規
」
（
再
録
「
泉
日
恒
先
生
著
作
集
」
第
一
○
巻
（
門
祖
部
二
、
前
掲
注
（
５
）
増
田
宏
雄
（
日
紘
）
「
久
本
寺
誌
」
、
前
掲
注

～
九
八
頁
。
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（
お
）
こ
の
「
□
□
」
表
記
は
ス
リ
消
し
と
思
わ
れ
る
が
、
筆
者
が
本
尊
写
真
に
お
い
て
「
□
□
」
に
当
て
は
ま
る
箇
所
を
特
定
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

本
尊
の
図
表
記
に
は
加
え
て
い
な
い
。

へへへへ
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頁
参
照
。

本
稿
で
提
示
す
る
本
尊
資
料
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
参
照
し
た
図
録
や
資
料
集
等
に
記
さ
れ
て
い
る
法
逓
や
本
尊
書
写
日
を
表
示

す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
図
録
等
に
情
報
が
翻
刻
・
表
記
さ
れ
て
い
な
い
本
尊
に
つ
い
て
も
、
収
録
さ
れ
て
い
る
写
真
か
ら
筆
者
が
読
み

取
っ
た
授
与
者
な
ど
の
情
報
を
補
っ
て
表
記
し
た
場
合
が
あ
る
。
ま
た
法
肚
は
全
て
、
（
糎
）
と
し
、
筆
者
が
本
尊
の
写
其
か
ら
読
み
取
れ
な

か
っ
た
難
読
文
字
は
「
□
」
、
ス
リ
消
し
は
「
■
」
、
菩
薩
の
略
字
は
「
芥
」
と
表
記
す
る
。
授
与
者
や
授
与
日
等
の
字
体
は
本
尊
写
真
を
表
記

す
る
際
の
字
体
は
原
本
通
り
と
す
る
。

〈
〉
内
の
数
字
は
、
筆
者
が
付
し
た
本
稿
に
お
け
る
隆
師
本
尊
の
通
し
番
号
を
示
す
。

前
掲
注
（
５
）
大
本
山
本
興
寺
「
歴
史
と
宝
物
」
四
八
～
四
九
頁
参
照
。

前
掲
注
（
５
）
日
蓮
大
聖
人
第
七
百
遠
忌
報
恩
奉
行
会
「
大
本
山
妙
蓮
寺
史
」
三
四
頁
参
照
。

前
掲
注
（
５
）
淡
路
青
年
会
編
「
法
華
宗
淡
路
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
誕
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
六
～
九
、
二
三
～
二
四

（
５
）
増
田
日
紘
「
改
訂
増
補
久
本
寺
誌
」
、
前
掲
注
（
５
）
佛
立
研
究
所
教
学
研
究
部
門
編
「
久
遠
の
水
脈
」
に
も
隆
師
本
尊
に
関
す
る
言
及

や
悩
報
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
た
だ
ち
に
真
偽
を
判
定
す
る
こ
と
は
行
わ
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
こ

れ
ら
の
紹
介
に
と
ど
め
る
事
と
す
る
。
な
お
、
泉
師
が
刊
行
し
て
い
る
本
尊
資
料
調
査
は
、
書
誌
情
報
と
挿
絵
本
尊
資
料
の
二
つ
に
大
き
く
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
泉
師
が
示
し
た
「
授
与
月
日
・
授
与
者
」
に
関
す
る
三
五
幅
の
普
誌
傭
報
と
、
小
西
顕
池
師
が
「
日

隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
で
明
ら
か
に
し
た
授
与
者
等
を
比
べ
て
み
た
所
、
一
五
幅
の
み
が
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
で
紹
介
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
図
示
さ
れ
て
い
る
本
尊
は
一
三
幅
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
三
幅
の
み
の
写
真
が
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
注
（
２
）
泉
日

恒
「
門
祖
日
隆
聖
人
御
真
蹟
御
本
尊
儀
規
」
四
二
～
四
四
、
五
○
～
六
一
、
六
六
～
六
九
頁
。
前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下

に
つ
い
て
」
一
二
九
～
一
三
七
頁
。

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
受
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）
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（
妬
）
前
掲
注
（
５
）
「
法
華
宗
淡
路
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
挺
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
二
三
頁
で
は
「
授
与
者
妙
信
」
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、
同
書
七
頁
に
収
録
さ
れ
る
本
尊
写
真
よ
り
「
千
代
」
も
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら
授
与
者
に
追
加
し
た
。

（
”
）
「
法
華
宗
淡
路
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
誕
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
七
頁
に
掲
赦
さ
れ
て
い
る
写
真
で
は
、
筆
者
は
讃
文
を

判
読
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
前
掲
、
山
上
弘
頌
「
先
師
の
愛
茶
羅
本
尊
に
見
ら
れ
る
諸
天
蕃
神
勧
請
様
式
～
雑
乱
勧
諭
の
観
点
よ
り
～
」
隆
師

資
料
六
の
⑯
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
同
一
の
本
尊
資
料
を
参
照
し
た
。

（
詔
）
前
掲
注
（
５
）
「
法
華
宗
淡
蹄
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
誕
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
二
三
頁
で
は
授
与
日
が
「
長
禄
二
年
正

月
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
書
八
頁
に
収
録
さ
れ
る
本
尊
写
真
よ
り
「
長
禄
二
年
間
正
月
日
」
と
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら
授
与
日
を

「
長
禄
二
年
間
正
月
日
」
と
し
た
。
ま
た
小
西
顕
龍
師
の
前
掲
注
（
２
）
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
四
頁
で
も
同
様
の
記
載
を
確

（
羽
）
前
掲
注
（
５
）
「
法
華
宗
淡
路
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
誕
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
二
四
頁
で
は
「
授
与
者
日
慈
」
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
同
書
九
頁
に
収
録
さ
れ
る
本
尊
写
真
よ
り
「
僧
」
も
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら
「
僧
日
慈
」
授
与
と
し
た
。

（
鋤
）
前
掲
注
（
５
）
「
法
華
宗
淡
路
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
誕
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
九
、
二
四
頁
で
は
、
こ
の
本
尊
に
関
す

る
元
号
に
つ
い
て
は
「
十
二
月
中
旬
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
書
九
頁
に
収
録
さ
れ
る
本
尊
写
真
よ
り
「
享
徳
元
年
」
と
読
み
取
れ
る

こ
と
か
ら
、
授
与
日
を
「
享
徳
元
年
一
二
月
中
旬
」
と
し
た
。
な
お
小
西
顕
髄
師
の
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
三
頁
で
は
、
妙
勝

寺
蔵
で
「
享
徳
元
年
十
二
月
中
旬
」
に
童
児
鐘
寿
丸
が
授
与
し
た
本
尊
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
瓠
）
前
掲
注
（
５
）
能
網
政
雄
編
「
御
太
刀
山
妙
勝
寺
史
』
四
二
～
四
六
頁
参
照
。

（
犯
）
前
掲
注
（
５
）
「
御
太
刀
山
妙
勝
寺
史
」
四
三
頁
に
は
、
「
康
正
二
年
二
月
吉
日
」
と
判
読
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
が
本
尊
写
真
を
見
る
限
り

で
は
、
「
康
正
三
年
八
月
下
旬
」
が
授
与
さ
れ
た
日
付
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
表
記
は
誤
植
と
思
わ
れ
る
。

（
詔
）
前
掲
注
（
５
）
「
御
太
刀
山
妙
勝
寺
史
」
四
四
頁
で
は
「
授
与
者
日
要
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
番
四
四
頁
に
収
録
さ
れ
る
本
尊
写
真
よ
り

「
僧
」
も
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら
「
僧
日
要
」
授
与
と
し
た
。

認
で
き
る
。
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（
認
）
前
掲
注
（
５
）
「
御
太
刀
山
妙
勝
寺
史
」
四
六
頁
で
は
「
享
徳
九
年
十
二
月
中
旬
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
享
徳
九
年
は
存
在
し
な
い
元
号
で
あ

る
た
め
、
ま
た
同
諜
四
六
頁
に
収
録
さ
れ
る
本
箪
写
真
よ
り
「
享
徳
元
年
」
と
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
本
尊
は
小
西
顕
池
師
が
「
日
隆

聖
人
の
門
弟
に
つ
い
て
」
一
三
三
頁
で
紹
介
す
る
、
妙
勝
寺
蔵
の
「
享
徳
元
年
十
二
月
中
旬
」
の
童
児
麹
寿
丸
へ
授
与
し
た
本
尊
と
考
え
る
。

（
弱
）
前
掲
注
（
５
）
日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
受
茶
羅
本
騨
集
刊
行
会
編
「
日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
挫
茶
羅
本
尊
集
成
解
説
」
三
九
～
四
○
、
九
四

前
掲
注
（
５
）
妙
蓮
寺
文
書
編
纂
会
編
「
妙
蓮
寺
文
書
」
二
八
～
三
三
頁
参
照
。

前
掲
注
（
５
）
妙
蓮
寺
文
番
編
纂
会
編
「
妙
蓮
寺
文
諜
」
二
九
頁
参
照
。

「
匠
源
」
の
読
み
に
つ
い
て
は
、
「
匠
」
の
く
ず
し
字
、
特
に
「
二
点
し
ん
に
ょ
う
」
に
隆
師
の
書
き
癖
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
再
検
討
す
る
余

地
が
あ
る
と
考
え
る
。
前
掲
注
（
５
）
妙
蓮
寺
文
書
編
纂
会
編
「
妙
蓮
寺
文
書
」
三
二
頁
参
照
。

前
掲
注
（
５
）
法
華
宗
大
本
山
本
能
寺
「
法
華
宗
大
本
山
本
能
寺
」
二
一
頁
参
照
。

料
紙
は
上
下
で
二
枚
を
つ
な
い
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

前
掲
注
（
５
）
無
上
道
編
集
部
「
法
華
宗
寺
院
紀
行
第
二
十
八
回
日
典
上
人
の
信
仰
を
伝
え
る
」
四
二
頁
。
前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆

聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
六
頁
。

松
井
日
俊
上
人
二
九
一
三
～
二
○
二
）
が
個
人
的
に
収
集
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
本
尊
の
法
避
は
（
縦
三
八
×
横
二
・
五
）
と
あ
る
。

前
掲
注
（
５
）
宗
教
法
人
本
蓮
寺
「
港
町
の
古
刹
法
華
宗
経
王
山
本
通
寺
寺
宝
と
歴
史
」
二
五
頁
参
照
。

「
僧
日
證
」
の
表
記
は
、
後
に
や
や
濃
い
墨
で
追
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
掲
注
（
５
）
宗
教
法
人
本
蓮
寺
「
港
町
の
古
刹
法
華
宗
経
王
山

本
蓮
寺
寺
宝
と
歴
史
」
一
五
八
～
一
五
九
頁
参
照
。

前
掲
注
（
５
）
大
本
山
本
興
寺
『
本
興
寺
の
歴
史
と
名
宝
」
一
四
頁
参
照
。

前
掲
注
（
５
）
光
長
寺
寺
寶
集
編
纂
委
員
会
編
「
光
長
寺
寺
寶
集
」
五
四
～
五
五
頁
参
照
。

前
掲
注
（
５
）
大
本
山
光
憂
寺
三
聖
人
御
遠
忌
記
念
誌
作
成
委
貝
会
「
大
本
山
光
長
寺
そ
の
伝
承
と
自
然
」
二
八
頁
に
は
授
与
者
の
記
戦
が

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
講
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

～
九
八
頁
参
照
。
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（
躯
）
勧
請
型
に
つ
い
て
資
料
を
確
認
で
き
た
本
尊
と
し
て
は
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
首
題
の
右
に
「
日
蓮
大
士
」
、
左
に
「
日
像
聖
人
」
と
表
記

さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
本
門
佛
立
宗
本
山
満
満
寺
の
所
蔵
に
見
ら
れ
る
。
前
掲
注
（
５
）
佛
立
研
究
所
教
学
研
究
部
門
編
「
久
遠
の
水
脈
』
八

へへへ

55 54 53
…一一

（
弱
）
筆
者
が
調
査
し
た
隆
師
本
尊
の
未
公
開
写
真
の
中
に
は
、
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
某
月
の
本
尊
に
「
南
無
普
賢
大
士
」
、
文
安
元
年
（
一
四
四

四
）
某
月
の
本
尊
に
「
南
無
普
賢
大
士
等
」
、
享
徳
元
年
某
月
の
本
尊
に
「
南
元
弥
勒
大
菩
薩
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
た
。
な
お

な
い
が
、
同
普
二
八
頁
に
収
録
さ
れ
る
本
尊
写
真
よ
り
「
信
男
正
榮
」
と
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら
「
信
男
正
榮
」
授
与
と
し
た
。

前
掲
注
（
５
）
岡
山
県
立
博
物
館
「
令
和
元
年
度
特
別
展
岡
山
の
日
蓮
法
華
」
四
七
頁
参
照
。

前
掲
注
（
２
）
株
橘
日
涌
「
法
華
宗
教
学
綱
要
」
一
二
七
～
一
二
九
頁
、
前
掲
注
（
２
）
大
平
宏
龍
「
日
隆
聖
人
教
学
概
論
稿
」
五
九
頁
参
照
。

前
掲
注
（
２
）
大
平
宏
髄
「
日
隆
聖
人
教
学
概
論
稿
」
五
九
頁
。

前
掲
注
（
２
）
寺
尾
英
智
「
諸
門
流
先
師
の
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
」
五
～
一
○
頁
、
前
掲
注
（
２
）
寺
尾
英
智
「
日
蓮
信
仰
の
歴
史
を
探

前
掲
注
（
２
）
寺
尾
英
智

九
頁
参
照
。

前
掲
注
（
５

亜
複
は
太
字

へ

5

る
」
一
七
一
～
一
七
三
頁
。

な
お
山
上
弘
頌
師
が
興
隆
学
林
専
門
学
校
に
提
出
し
た
平
成
二
六
年
度
卒
業
論
文
の
「
先
師
の
曼
茶
羅
本
尊
に
見
ら
れ
る
諸
天
善
神
勧
請
様
式

～
雑
乱
勧
謂
の
観
点
よ
り
～
」
に
お
い
て
は
、
隆
師
の
本
蝋
資
料
が
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
中
で
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
本
尊
二

八
幅
の
う
ち
二
六
幅
が
中
間
型
で
あ
る
。
ま
た
残
り
二
幅
は
、
本
尊
に
先
師
の
明
記
が
一
切
な
く
、
首
題
下
は
三
十
番
神
、
右
天
照
太
神
・
左

八
幡
大
菩
薩
と
表
記
さ
れ
て
い
る
特
異
な
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
山
上
師
は
こ
の
本
尊
に
つ
い
て
、
同
卒
業
諭
文
（
三
八
～
三
九
頁
）
で
、
「
隆

師
は
当
時
民
間
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
三
十
番
神
を
中
央
下
に
置
き
陀
羅
尼
品
の
経
文
を
記
し
二
聖
（
持
国
天
・
毘
沙
門
天
）
と
法
華
経
守
護

の
善
神
で
あ
る
鬼
子
母
神
・
十
羅
刹
女
を
受
茶
羅
本
尊
に
記
し
、
祈
願
的
で
あ
り
見
守
り
的
な
本
尊
を
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

ー

宗
教
法
人
本
蓮
寺

（
）
で
表
記
す
る
。

「
港
町
の
古
刹
法
華
宗
経
王
山
本
蓮
寺
寺
宝
と
歴
史
」
二
五
、
一
五
八
頁
参
照
。

-108-



へへ

70 69
……

（
団
）
前
掲
注
（
２
）
小
西
屋

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
．

（
腿
）
前
掲
注
（
２
）
小
西
歴

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
銘
）
前
掲
注
（
５
）
藤
井
些

（
“
）
前
掲
注
（
５
）
大
本
ｍ

（
鮪
）
筆
者
が
日
叢
挽
下
よ
恥

（
“
）
こ
の
本
尊
は
首
題
下
源

（
師
）
筆
者
が
日
遥
視
下
よ
伽

（
錦
）
小
西
徹
龍
「
日
隆
聖
‐

前
掲
注
（
５
）
藤
井
学

（
２
）
小
西
顕

（
２
）
小
西
顕

へへへへ

60 59 58 57
……－ー

前
掲
注
（
銘
）
小
西
徹
龍
「
日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料
ｌ
「
寺
領
屋
敷
地
所
当
収
納
日
記
」
に
つ
い
て
ｌ
」
六
四
頁
。

前
掲
注
（
錦
）
小
西
徹
龍
「
日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料
Ｉ
「
寺
領
屋
敷
地
所
当
収
納
日
記
」
に
つ
い
て
ｌ
」
六
四
頁
。

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）

・
安
国
良
一
編
「
本
能
寺
文
書
・
什
物
等
目
録
」
二
～
三
頁
参
照
。

前
掲
注
（
５
）
大
本
山
本
興
寺
「
大
本
山
本
興
寺
寺
宝
目
録
」
一
～
二
頁
参
照
。

筆
者
が
日
叢
挽
下
よ
り
直
接
御
教
示
頂
い
た
。
（
平
成
三
一
年
四
月
一
○
日
於
興
隆
学
林
専
門
学
校
）

こ
の
本
尊
は
首
題
下
に
日
蓮
大
士
、
右
に
日
隆
上
人
、
左
に
日
忠
上
人
が
勧
請
さ
れ
て
い
る
。
某
家
本
尊
参
照
。

筆
者
が
日
遥
視
下
よ
り
直
接
御
教
示
頂
い
た
。
（
平
成
三
一
年
四
月
一
○
日
於
興
隆
学
林
専
門
学
校
）

小
西
徹
龍
「
日
隆
聖
人
伝
補
填
の
一
史
料
ｌ
「
寺
領
屋
敷
地
所
当
収
納
日
記
」
・
に
つ
い
て
ｌ
」
二
興
隆
学
林
紀
要
」
第
二
号
、
昭
和
六
三
年
三

月
）
五
八
、
六
二
頁
参
照
。

本
尊
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

表
記
に
お
け
る
番
号
は
目
録
本
体
の
通
し
番
号
を
採
用
。
ま
た
〈
〉
内
番
号
は
、
筆
者
が
付
し
た
資
料
番
号
を
示
す
。

前
掲
注
（
５
）
淡
路
青
年
会
編
「
法
華
宗
淡
路
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
誕
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
二
三
頁
参
照
。

前
掲
注
（
５
）
中
村
秀
冶
編
「
日
隆
聖
人
御
廟
所
誕
生
寺
年
表
付
什
物
目
録
」
三
三
～
三
四
頁
参
照
。

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
三
頁
で
は
、
「
嘉
吉
三
年
十
一
月
下
旬
」
で
誕
生
寺
蔵
、
信
男
観
妙
授
与
の

隆
師
本
尊
に
お
い
て
宗
祖
に
対
し
「
大
士
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
「
大
菩
薩
」
に
等
し
い
位
置
づ
け
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て

い
る
◎

龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」

龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」

一
三
○
頁
で
は
、
「
寶
徳
四
年
三
月
中
旬
」
で
誕
生
寺
蔵
、
僧
日
勤
授
与
の
本
尊

一
三
○
頁
で
は
、
「
享
徳
四
年
一
月
下
旬
」
で
誕
生
寺
蔵
、
僧
資
源
授
与
の
本
尊
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（
だ
）
二
郎
五
郎
と
い
う
人
物
は
、
応
永
二
七
年
（
一
四
二
○
）
に
隆
師
が
尼
崎
で
の
布
教
を
開
始
す
る
契
機
と
な
っ
た
人
物
で
あ
り
、
隆
師
の
尼
崎

布
教
以
前
に
道
師
よ
り
教
化
を
う
け
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。
小
西
徹
龍
「
日
隆
聖
人
略
伝
」
（
東
方
出
版
、
昭
和
六
○
年
）
一
三
七
～
一
三
八

ハ
ィ
マ
ウ

（
だ
）
後
に
大
平
宏
龍
先
生
は
、
「
「
開
通
顕
本
宗
要
集
」
考
」
に
て
「
本
門
弘
経
抄
」
の
一
節
に
見
ら
れ
る
「
廃
亡
」
と
い
う
語
に
注
目
し
な
が
ら
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
隆
師
は
「
弘
経
抄
」
嘱
累
品
釈
の
末
尾
に
お
い
て
記
者
既
に
六
十
九
な
れ
ば
廃
亡
の
義
こ
れ
あ
る
べ
し
。
悲
し

へ

74
…

前
掲
注
（
１
）
小
西
日
逵
「
慶
林
日
隆
と
有
徳
人
再
考
」
五
○
三
頁
。

存
・
道
両
師
の
遷
化
日
に
つ
い
て
は
、
法
華
宗
宗
門
史
編
纂
委
員
会
「
法
華
宗
年
表
」
（
法
華
宗
（
本
門
流
宗
務
院
、
昭
和
四
七
年
）
）
二
七
八
、

二
八
二
、
二
八
六
頁
、
法
華
宗
宗
門
史
編
纂
委
員
会
「
法
華
宗
宗
門
史
」
（
法
華
宗
（
本
門
流
）
宗
務
院
、
昭
和
六
三
年
）
四
六
六
、
四
七
○
、

四
七
四
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
能
・
興
両
山
第
六
世
日
與
上
人
筆
の
本
尊
に
先
師
の
遷
化
日
が
記
さ
れ
た
も
の
が
存
在
す
る
（
日
邊
挽
下

頁
参
照
。

ハ
イ
マ
ウ

「
廃
忘
」
と
は
「
日
棚
辞
諜
」
に
よ
れ
ば
「
失
念
し
騒
ぐ
。
尊
敬
す
べ
き
人
の
前
な
ど
で
、
ど
ぎ
ま
ぎ
し
て
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
。
」
と
あ
る
故

に
、
今
の
文
は
「
六
十
九
歳
で
あ
る
か
ら
、
書
く
べ
く
し
て
つ
い
失
念
し
杏
き
落
し
た
法
義
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。
」
と
い

う
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
古
稀
を
目
前
に
し
て
、
ど
こ
か
体
力
的
衰
え
を
自
覚
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
欺
息
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
年
の
八
月
下
旬
か
ら
「
宗
要
」
の
著
述
（
正
確
に
は
定
稿
の
作
製
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
）
に
か
か
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
各
算
題
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
断
片
的
な
記
邪
か
ら
は
、
各
巻
を
終
る
ご
と
に
、
宛
も
時
間

を
い
と
惜
し
む
か
の
よ
う
に
健
康
状
態
や
感
懐
を
も
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
他
に
類
例
の
な
い
こ
と
で
あ
る
故
で
あ
る
。
」
と
述

ｊ

こ
の
頃
の
隆
帥
に
つ
い
て
述
べ
た
先
行
研
究
に
、
大
平
宏
敵
先
生
の
「
御
聖
教
を
た
ず
ね
て
」
岨
（
「
無
上
道
」
昭
和
五
九
年
一
○
月
号
、
昭
和

く

ｊ

五
九
年
）
、
「
御
聖
教
を
た
ず
ね
て
」
加
二
無
上
道
」
昭
和
五
九
年
二
月
号
、
昭
和
五
九
年
）
、
小
西
日
遥
（
徹
龍
）
挽
下
の
前
掲
注
（
西

く

の
個
人
本
尊
資
料
参
照
）
。

「
日
隆
聖
人
略
伝
」
が
あ
る
。

い
哉
ノ
ｉ
、
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べ
て
い
る
。
大
平
宏
龍
「
「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」
考
」
二
興
隆
学
林
紀
要
」
第
三
号
、
平
成
元
年
三
月
）
二
○
頁
。

ｊ

前
掲
注
（
脚
）
大
平
宏
龍
「
御
聖
教
を
た
ず
ね
て
」
釦
二
一
～
二
二
頁
。

く

前
掲
注
（
だ
）
小
西
徹
龍
「
日
隆
聖
人
略
伝
」
二
一
二
～
二
一
三
頁
参
照
。

前
掲
注
（
だ
）
小
西
徹
髄
「
日
隆
聖
人
略
伝
」
二
二
～
二
一
二
頁
。

前
掲
注
（
刀
）
小
西
徹
髄
「
日
隆
聖
人
略
伝
」
二
一
三
頁
。

前
掲
注
（
２
）
大
平
宏
髄
「
日
隆
聖
人
教
学
概
論
稿
」
三
四
頁
参
照
。

前
掲
注
（
布
）
大
平
宏
髄
二
間
迩
顕
本
宗
要
集
」
考
」
二
一
頁
。

な
お
「
宗
要
」
各
巻
末
尾
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
、
株
橋
日
湘
（
諦
秀
）
先
生
が
「
日
隆
聖
人
教
学
の
序
説
」
（
「
桂
林
学
叢
」
第
四
号
、

昭
和
三
八
年
五
月
）
五
二
～
五
六
頁
、
大
平
宏
龍
先
生
が
前
掲
注
（
布
）
．
開
迩
顕
本
宗
要
集
」
考
」
二
○
～
二
三
頁
、
米
澤
晋
之
助
（
立

晋
）
先
生
が
「
慶
林
坊
日
隆
聖
人
の
研
究
」
（
山
喜
房
仏
書
林
、
平
成
三
○
年
）
九
四
～
九
六
頁
で
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
。

日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
含
「
宗
要
」
第
一
巻
（
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
、
昭
和
三
六
年
、
昭
和
五
一
年
校
訂
再
版
）
四
四
頁
。

日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
五
巻
（
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
、
昭
和
五
七
年
）
三
五
頁
。

日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
四
巻
（
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
、
昭
和
五
三
年
）
五
八
八
頁
。

前
掲
注
（
鯉
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
五
巻
、
一
○
八
頁
。

前
掲
注
（
盤
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
五
巻
、
七
四
頁
。

日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
二
巻
（
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
、
昭
和
三
六
年
）
二
二
八
頁
。

前
掲
注
（
翌
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
二
巻
、
二
七
四
頁
。

前
掲
注
（
弱
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
四
巻
、
三
七
三
頁
。

前
掲
注
（
晩
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
五
巻
、
一
七
五
頁
。

前
掲
注
（
鈍
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
五
巻
、
四
四
四
頁
。

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）
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前
掲
注
（
妬
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
四
巻
、
五
一
八
頁
。

前
掲
注
（
別
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
五
巻
、
四
七
六
頁
。

前
掲
注
（
胡
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
館
二
巻
、
七
一
頁
。

日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
三
巻
（
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
、
昭
和
四
一
年
）
四
五
八
頁
。

前
掲
注
（
妬
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
三
巻
、
三
七
五
頁
。

ｊ

前
掲
注
（
別
）
大
平
宏
龍
「
御
聖
教
を
た
ず
ね
て
」
釦
二
二
～
二
三
頁
。

く

前
掲
注
（
艶
）
株
橋
諦
秀
「
日
隆
聖
人
教
学
の
序
説
」
五
七
頁
。

【
】
内
は
、
記
事
の
具
体
的
内
容
を
筆
者
が
表
示
し
て
あ
る
こ
と
を
示
す
。

松
井
日
宏
編
「
法
華
宗
本
門
弘
經
抄
」
第
二
巻
（
日
蓮
大
聖
人
御
降
誕
奉
讃
会
、
大
正
一
四
年
（
初
版
）
、
昭
和
四
六
年

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
○
頁
。

前
掲
注
（
〃
）
法
華
宗
宗
門
史
編
纂
委
員
会
編
「
法
華
宗
年
表
」
六
六
頁
参
照
。

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
髄
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
六
頁
。

而
山
歴
迩
（
日
心
本
）
〔
藤
井
学
・
波
多
野
郁
夫
編
「
本
能
寺
資
料
ｌ
古
記
録
筋
ｌ
」
（
（
思
文
間
、
平
成
一
四
年
）
〕
五
五
八
頁
。

前
掲
注
（
鯛
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
一
巻
、
四
四
頁
。

前
掲
注
（
順
）
「
両
山
歴
譜
」
（
日
心
本
）
〔
藤
井
学
・
波
多
郁
夫
編
〕
「
本
能
寺
史
料
ｌ
古
記
録
筋
‐
Ｌ
五
五
八
頁
。

前
掲
注
（
噸
）
「
両
山
歴
遥
（
日
心
本
）
〔
藤
井
学
・
波
多
野
郁
夫
編
「
本
能
寺
資
料
ｌ
古
記
録
篇
‐
坐
〕
五
五
九
頁
。

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
三
頁
。

前
掲
注
（
５
）
淡
路
青
年
会
編
「
法
華
宗
淡
路
教
区
寺
院
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
Ⅱ
日
隆
聖
人
御
生
誕
六
百
年
記
念
宝
物
集
」
七
・
二
三
頁
参
照
。
な

お
こ
の
本
尊
は
前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
師
の
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。

九

頁
。

（
第
二
版
）
）
二
一
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（
肥
）

（
川
）

（
川
）

（
順
）

（
川
）

（
Ｗ
）

（
川
）

（
Ⅲ
）

（
伽
）

（
Ⅲ
）

小
西
日
逵
「
隆
師
本
尊
一
覧
」
二
頁
目
。
「
隆
師
本
尊
一
覧
」
は
日
邊
視
下
の
個
人
資
料
で
あ
る
が
、
本
稿
作
成
の
た
め
に
御
高
配
を
賜
り
、
参

照
さ
せ
て
頂
い
た
。
な
お
頁
数
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
表
記
の
際
は
○
頁
目
と
す
る
。

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
○
頁
。

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
○
頁
。

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
三
頁
。

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
髄
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
二
頁
。

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
四
頁
。

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
○
頁
。

前
掲
注
（
だ
）
法
華
宗
宗
門
史
編
纂
委
員
会
編
「
法
華
宗
年
表
」
六
七
頁
参
照
。

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
○
頁
。

こ
の
本
尊
に
つ
い
て
は
、
小
西
顕
龍
「
享
徳
四
年
正
月
十
二
日
付
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
ｌ
「
正
八
幡
」
の
表
記
に
注
目
し
て
ｌ
」

（
「
桂
林
学
叢
」
第
三
一
号
〔
投
稿
中
〕
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
○
頁
。

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
髄
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
四
頁
。

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
四
頁
。

本
興
寺
編
「
本
興
寺
文
書
」
第
一
巻
（
清
文
堂
、
平
成
二
五
年
）
一
頁
。

前
掲
注
（
拠
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
含
「
宗
要
』
第
五
巻
、
三
五
頁
。

前
掲
注
（
弱
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
四
巻
、
五
八
八
頁
。

前
掲
注
（
別
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
五
巻
、
一
○
八
頁
。

前
掲
注
（
順
）
両
山
歴
譜
」
（
日
唱
本
）
〔
藤
井
学
・
波
多
野
郁
夫
編
「
本
能
寺
資
料
Ｉ
古
記
録
篇
ｌ
」
〕
四
一
八
頁
。

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）
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前
掲
注
（
別
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
五
巻
、
七
四
頁
。

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
六
頁
。

前
掲
注
（
だ
）
法
華
宗
宗
門
史
編
纂
委
員
会
編
「
法
華
宗
年
表
」
六
七
頁
、
前
掲
注
（
脳
）
「
両
山
歴
譜
」
（
日
唱
本
）
〔
藤
井
学
・
波
多
野
郁
夫

編
「
本
能
寺
資
料
ｌ
古
記
録
篇
ｌ
」
〕
四
一
八
頁
参
照
。

前
掲
注
（
配
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
二
巻
、
二
二
八
頁
。

米
田
雄
介
編
「
令
和
新
修
歴
代
天
皇
・
年
号
辞
典
」
（
吉
川
弘
文
堂
、
令
和
元
年
）
二
八
七
頁
。

前
掲
注
（
錦
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
二
巻
、
二
七
四
頁
。

前
掲
注
（
開
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
含
「
宗
要
」
第
四
巻
、
三
七
三
頁
。

前
掲
注
（
％
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
三
巻
、
二
八
二
頁
。

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
○
頁
。

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
脳
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
○
頁
。

前
掲
注
（
別
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
五
巻
、
一
七
五
頁
。

前
掲
注
（
瓢
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
五
巻
、
四
四
四
頁
。

前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
四
頁
。

前
掲
注
（
鯛
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
四
巻
、
五
一
八
頁
。

前
掲
注
（
空
法
華
宗
宗
門
史
編
纂
委
員
会
編
「
法
華
宗
年
表
」
五
九
、
六
七
頁
。

前
掲
注
（
Ｕ
小
西
日
遙
「
隆
師
本
尊
一
覧
」
二
頁
目
。

前
掲
注
（
ね
）
法
華
宗
宗
門
史
編
纂
委
員
会
編
「
法
華
宗
年
表
」
五
八
頁
。

前
掲
注
（
別
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
五
巻
、
四
七
六
頁
。

前
掲
注
（
錫
）
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
二
巻
、
七
一
頁
。
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（
脳
）
前
掲
注
（
西
大
平
宏
龍
弓
開
迩
顕
本
宗
要
集
」
考
」
二
四
頁
。

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）
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前
掲
注
（
２
）

前
掲
注
（
妬
）

前
掲
注
（
２
）

前
掲
注
（
妬
）

前
掲
注
（
２
）

前
掲
注
（
Ⅲ
）

前
掲
注
（
２
）

前
掲
注
（
噸
）

前
掲
注
（
２
）

前
掲
注
（
２
）

前
掲
注
（
順
）

前
掲
注
（
２
）

前
掲
注
（
２
）

前
掲
注
（
２
）

前
掲
注
（
剛
）

前
掲
注
（
２
）

前
掲
注
（
２
）

前
掲
注
（
川
）

三
六
頁
参
照
。

小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
二
頁
。

日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
「
宗
要
」
第
三
巻
、
四
五
八
頁
。

小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
六
頁
。

日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
會
『
宗
要
」
第
三
巻
、
三
七
五
頁
。

小
西
顕
髄
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
六
頁
。

小
西
日
邊
「
隆
師
本
尊
一
覧
」
二
頁
目
。

小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
六
頁
。

両
山
歴
譜
」
（
日
唱
本
）
〔
藤
井
学
・
波
多
野
郁
夫
編
「
本
能
寺
資
料
ｌ
古
記
録
篇
ｌ
」
〕
四
一
九
頁
参
照
。

小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
四
頁
・
一
三
六
頁
。

小
西
顕
萠
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
六
頁
。

「
両
山
歴
譜
」
（
日
唱
本
）
〔
藤
井
学
・
波
多
野
郁
夫
編
「
本
能
寺
資
料
ｌ
古
記
録
筋
‐
坐
〕
四
一
九
頁
参
照
。

小
西
顕
髄
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
四
頁
。

小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
四
頁
。

小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
四
頁
。

米
田
雄
介
編
「
令
和
新
修
歴
代
天
皇
・
年
号
辞
典
」
二
八
八
頁
。

小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
四
頁
。

小
西
顕
髄
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
四
頁
。

小
西
日
遙
「
隆
師
本
尊
一
覧
」
三
頁
目
、
前
掲
注
（
２
）
小
西
顕
龍
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
一
三
一
、
一
三
四
、
一
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本
稿
作
成
の
動
機
は
、
平
成
二
七
年
（
二
○
一
七
）
頃
か
ら
興
隆
学
林
専
門
学
校
長
の
大
平
宏
龍
先
生
よ
り
こ
の
研
究
の
意
義
と
問
題
提
起

を
説
か
れ
、
本
尊
研
究
に
関
し
て
多
く
の
御
教
示
を
頂
い
た
こ
と
に
あ
る
。
実
際
に
当
本
尊
を
計
測
す
る
際
に
お
い
て
は
、
令
和
元
年
六
月
に

本
興
寺
方
丈
に
て
日
遙
挽
下
に
よ
る
直
接
の
指
導
を
賜
り
な
が
ら
、
小
西
顕
龍
先
生
に
も
御
同
席
頂
い
た
。
加
え
て
日
邊
現
下
か
ら
は
、
今
倉

道
祐
に
関
す
る
資
料
や
隆
師
研
究
に
関
す
る
多
く
の
資
料
紹
介
を
細
部
に
到
る
ま
で
御
教
示
賜
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
平
成
二
五
年
に
両
師
勧
請

本
尊
を
再
鑑
定
以
降
、
興
隆
学
林
専
門
学
校
学
監
株
橋
祐
史
先
生
、
平
島
盛
龍
先
生
、
三
浦
和
浩
先
生
、
米
澤
立
晋
先
生
よ
り
御
聖
教
や
御
一

代
記
等
に
関
す
る
御
指
導
を
い
た
だ
き
、
法
華
寺
住
職
の
山
上
弘
頌
上
人
か
ら
は
、
卒
業
論
文
で
あ
る
「
先
師
の
笠
茶
羅
本
尊
に
見
ら
れ
る
諸

天
善
神
勧
請
様
式
～
雑
乱
勧
請
の
観
点
よ
り
～
」
の
複
写
を
頂
戴
し
た
。
ま
た
本
稿
で
は
十
分
に
反
映
で
き
な
か
っ
た
が
、
隆
師
の
西
国
弘
通

や
宗
門
の
歴
史
的
情
勢
に
関
し
て
、
日
種
随
翁
先
生
、
本
隆
寺
住
職
合
田
窓
隆
上
人
、
顕
本
寺
住
職
菅
原
善
隆
上
人
よ
り
様
々
な
御
助
言
や
御

ま
す
。
ま
里

上
げ
ま
す
。

教
示
を
頂
い
た
。

（
町
）
隆
師
在
世
の
社
会
悩
勢
に
つ
い
て
は
、
日
鑑
呪
下
の
以
下
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
小
西
徹
髄
「
室
町
時
代
初
則
の
社
会
悩
勢
に
つ
い
て
１
日
隆

聖
人
伝
の
一
視
点
ｌ
」
（
株
橋
先
生
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
「
株
橋
先
生
古
稀
記
念
法
華
思
想
と
日
隆
教
学
」
昭
和
五
四
年
）
、
前
掲
注

（
銘
）
「
日
隆
型
人
伝
補
填
の
一
史
料
ｌ
「
寺
領
屋
敵
地
所
当
収
納
日
記
」
に
つ
い
て
ｌ
」
。

（
脱
）
前
掲
注
（
犯
）
法
華
宗
宗
門
史
編
纂
委
員
会
編
「
法
華
宗
年
表
」
六
七
頁
。

付
記

ま
ず
始
め
に
、
両
師
勧
請
本
尊
の
調
査
並
び
に
研
究
報
告
を
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
、
藤
井
寺
檀
信
徒
某
家
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

す
。
ま
た
両
師
勧
請
本
尊
は
保
存
状
態
が
非
常
に
良
く
、
今
日
ま
で
家
宝
と
し
て
護
持
し
て
お
ら
れ
先
祖
代
々
の
霊
位
に
重
ね
て
御
礼
申
し
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そ
し
て
本
稿
で
大
き
く
参
照
さ
せ
て
頂
い
た
「
日
隆
聖
人
の
門
下
に
つ
い
て
」
の
筆
者
で
あ
る
小
西
顕
龍
先
生
に
は
、
掲
戦
資
料
は
も
と
よ

り
、
隆
師
本
尊
の
最
新
研
究
に
つ
い
て
も
様
々
な
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
本
稿
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
大
平
寛
髄
先
生
の
細
部
に
亘
る

御
指
導
を
受
け
、
最
後
ま
で
書
き
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
日
隆
日
存
日
道
愛
茶
羅
本
尊

日
存
・
日
道
両
聖
人
勧
請
の
日
隆
聖
人
愛
茶
羅
本
尊
に
つ
い
て
（
松
井
孝
翔
）
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